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四国横断自動車道は,高松～善通寺間が平成 4年 5月 に開通 しました。これにより,瀬

戸大橋と香川県の高速道路が結ばれることにな り,本格的な高速時代の幕開けとな りまし

た。

香川県教育委員会では,四国横断自動車道高松～善通寺間の建設に伴い,昭和63年度か

ら財団法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託 して,用地内の埋蔵文化財の発掘調査を

行ってまいりました。 3年 6カ 月の期間を要 して28遺跡の発掘調査を実施 し,平成 3年 9

月に発掘調査を終了しました。また,平成 3年度からは同センターにおきまして発掘調査

の出土品の整理を順次行っているところであります。

今回,『四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告 第十七冊』 として刊行

いたしますのは,丸亀市郡家町に所在する郡家大林上遺跡についてであります。郡家大林

上遺跡の調査では,縄文時代から江戸時代にかけての遺構 。遺物が検出されてお ります。

本報告書が,香川県の歴史研究の資料として広 く活用されるとともに,埋蔵文化財に対

する理解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後にな りましたが、発掘調査から出土品の整理 。報告にいたるまでの間,日 本道路公

団及び関係諸機関並びに地元関係各位には多大な御協力と御指導をいただきました。ここ

に深 く感謝の意を表 しますとともに,今後とも御支援賜 りますようにお願い申し上げます。

平成 7年 1月

香 川 県 教 育 委 員会

教育長  田 中 壮一郎



例   言

1.本報告書は,四国横断自動車道建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書の第17冊で,香

川県丸亀市郡家町3253番地ほかで実施 した郡家大林上遺跡 (ぐ んげおおばえかみいせ

き)の発掘調査報告を収録 した。

2.発掘調査は,日 本道路公団から委託された香川県教育委員会が調査主体とな り,財団

法人 香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として実施 した。

3.発掘調査は,昭和63年 6月 15日 から平成元年 3月 22日 までの期間で実施した。発掘調

査の担当は以下のとおりである。

大林修三 ,木下晴一 ,吉田良三

4.調査の実施にあたっては,下記の関係諸機関の協力を得た。記 して謝意を表 したい。

(順不同,敬称略)

香川県土木部横断道対策室 ,善通寺土木事務所横断道対策室,丸亀市土木部高速自動

車道担当,四国横断自動車道建設丸亀市郡家地区対策協議会,各地元自治会

5。 本報告書の作成は,香川県教育委員会の指導のもとに財団法人 香川県埋蔵文化財調

査センターが実施 した。

6.本報告書で用いる方位の北は,国土座標系第Ⅳ系の北であり,標高はT.P.を 基準

としている。また遺構は下記の略号により表示 している。

SA・1冊 列跡    SB 掘立柱建物遺構  SD 溝状遺構  SK 土坑

SP 柱穴     SZ その他の遺構

7.本遺跡の報告にあたっては,下記の機関に鑑定 0分析などを委託 した。

火山灰分析        財団法人 山梨文化財研究所

花粉分析 0樹種同定    パ リノ・サーヴェイ株式会社

c14年代測定        社団法人 日本アイソトープ協会
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第 1章 調査の経緯

第 1節 調査にいたる経緯

四国横断自動車道高松～善通寺間の建設は,同善通寺～豊浜間に引き続き,昭和57年 1

月 8日 に整備計画が決定され,昭和59年 11月 30日 に建設大臣から日本道路公団総裁に対 し

て施工命令が下された。

香川県教育委員会では,こ の間路線内の埋蔵文化財包蔵地の確認を目的に分布調査事業

を実施し,こ れをもとに調査対象面積を39万 J余 りと判断した。また路線内に所在する埋

蔵文化財包蔵地の取 り扱いについては,日 本道路公団と文化庁の協議により基本的には記

録保存で対応することが決定 した。

香川県教育委員会では,こ れを受けて香川県の担当課である土木部横断道対策室及び日

本道路公団高松建設局高松工事事務所と昭和62年度から調査体制等について協議を開始し

た。協議の結果,昭和63年度当初から 2ヵ 年の予定で本調査を実施すること,整理報告は

発掘調査の終了後に実施すること等が決定した。これを受けて県教育委員会では調査体制

の充実を図ることを目的に,昭和62年 11月 に財団法人香川県埋蔵文化財調査センターを設

置するとともに,専門職員の増員等の措置を実施 した。またこれと並行 して,路線内の埋

蔵文化財包蔵地の具体的な内容を把握するため,日 本道路公団と協議の上,予備調査を実

施することにな り,昭和63年 3月 に県教育委

員会が用地の買収が進んでいた丸亀市郡家地

区を対象として実施した。

予備調査の結果,郡家地区で集落跡を中心

とする 6遺跡の内容を把握することができ,

同地区の本調査面積を 85,150ピに確定した。

昭和63年度からの本調査は,香川県教育委

員会が日本道路公団高松建設局から委託を受

け,財団法人香川県埋蔵文化財調査センター
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が調査担当者として実施 した。昭和63年 4月 18日 から三条番ノ原遺跡 ,郡家原遺跡 ,郡家

一里屋遺跡の調査を, 6月 15日 から郡家大林上遺跡外 2遺跡の調査を実施 した。今回報告

する郡家大林上遺跡は,郡家地区 6遺跡の東辺部に位置 し,調査対象面積は11,175ゴ であ

る。

高松市

宇多津町 ＼・
＼  国分寺町

ヽ
・ゝ
ヽ

丸亀市
五%‐、

ｌ

ｔ

Ｌ

＼

２７

Ｊ

８

１ ９

２０

ヽ

ヽ

，

／

ヽ′・ヽ

10ヽ
多度津町

 1/、。ノQ た
・/‐～"

＼/

冴

・ゝ
.ゞ .ノ｀

、

〆・
′ヽ・)

/ 

・
ν

善通寺市

ヒ._、ク .＼

高瀬町

ヽ
↓ル

ヽ
‐／

ト
ー

ノ
ヽ

／

‐

‐
ヽゝ

―・
＼

綾歌町

ヒ _._.ン
・

漕濃町

第 2図 四国横断自動車道埋蔵文化財包蔵地 (高松～善通寺 )

Ｆ
ノ
　
、

ノ‐
ゝ
．

／
も

ヽ

１

．
′

，ヽ
‐
４

＼
　
　
　
′

-2-



S

興

唱
訳
Ｋ

、器
に

離ヽ
硬
熙

。
離
檻
引

・
離
引
期
ぶ

ぷ
単
■

器ヽ
撻

騰ヽ
目

、串
硬
熙

騰ヽ
最
＝

串ヽ
＝
Ⅸ
駆

条
史
聰
引
翻
恙

離
撻
盤

、離
＝
翻
総

器ヽ
に
里

条
で
冊
撫

聰ヽ

星
晨
喚

騰ヽ
硬
熙

、串
最
引

、器
引
期
恙

桑
鯉
串
朦
≪
榊
倅

、串
盤
晨
К

離ヽ

盤
醍
暉

器ヽ
硬
熙

器ヽ
最
「

騰ヽ
＝
期
恙

条
史
冊
憮

騰^
硬
熙

離
博
や
ヽ
ヽ

へ

串ヽ
撻
盤
刹
増

、器
便
熙

、騰
＝
翻
恙

離
硬
熙

・
騰
最
＝

聰
最
引

聰
櫂
盤
ヨ
月

、串
硬
熙

聰^
艦
＝

串
硬
熙

。
騰
最
＝

串
便
熙

聰ヽ
最
引

騰ヽ
＝
翻
恙

撻

廻

Ｌ
状
ヨ
増

ミ^
殿
ヨ
■

、撻
ゼ
拒

（撻

山ヽ
尋
く
醐

緊ヽ
眠
）
ゼ
歯
翻
恙

ミ
度
策
佃

Ⅷヽ

尽ヽ

引

、撻

Ｓヽ
製
単
■

、Ｓ
製
螂
樹
緊
ゼ
拒

ミ
に
く
側

撻ヽ

、山
週
く
酬
ゼ
歯
ｄ
ぶ

Ｓ
製

、撻

ヽ
二
、
‐１
１

撻

Ｓヽ
繊
螂
樹
緊

山ヽ
Ｊ
く
酬

ミ
度
く
皿

撻ヽ

Ｓヽ
製
螂
樹
緊

ミ
度
κ
皿

、撻

ぶヽ
製
螂
樹
緊

爛
樵
Ｋ

撻ヽ

Ｓヽ
製
螂
樹
緊

撻

ぶヽ
製
螂
樹
緊

ミ
度
く
皿

撻ヽ

撻

ヽヽ

製
螂
樹
霧

ミ
度
く
側

撻ヽ

ぃさ
銀
螂
樹
国
ヨ
■

ミ
に
く
皿

撻ヽ

Ｓヽ
製
却
樹
緊

Ｋ
螂

山ヽ

迅
Ｋ
酬
ゼ
世
郎
拒

山ヽ
週
Ｋ
醐
ゼ
世
期
恙

肛

雲

畑

駆

崎
　
．∞
【
．Ｎ
　
＞
く
０
　
．ヾ

［
∞
．∞
　
．Ｎ
　
，く
Ｏ
Ｎ
．０

IR N

∞
Ｈ
．Φ
　
．∞
　
＞
く
寸
　
．ヾ
　
．∞

Ю
　
．Ｎ
Ｈ
．Ｎ
　
≫く
∞
Ｎ
．Ю
　
．Ｎ

【
Ｎ
．∞
　
．∞
　
＞＜
Ｈ
　
．卜
　
．個
ヽ

Ｈ
∞
．∞

〇
［
．Ｎ

lR銀
22
曽8
尋尋

81R

Φ
鋼
．［
［
．∞
０
≫く
Ю
［
．Φ
　
．∞
０

【∞
．∞

【∞
．∞

IR N
22

"8尋尋

81R

IR N

22
曽8
尋尋

81R

Ｎ
Ｎ
．∞
　
．̈
Ⅸ
ギ
／
Юヽ
【
．Φ
　
．∞
Φ

卜
［
．Ｎ
　
．̈
К
ギ
／
いヽ
Ｈ
．Φ

崎
Ｎ
．∞
　
．山い
＞く
Ｎ
［
．Ｎ
Ｈ
．∞
Φ

卜
Ｎ
．∞
　
．いК
ギ
／
∞ヽ
【
．Ｎ
Ｈ
．∞
０

【∞
．∞
　
．個い
＞く
Ｎ
　
。Ｎ
　
．山」

〓

．∞

．は
２
８

．ヾ

．ぼ

卜
Ｎ
．∞
　
．̈
К
ギ
／
∞ヽ
Ｈ
．Ｎ
【
．∞
一

［∞
．∞
　
。Ｎ
　
てゝ
【
　
．∞
　
．Ｎ

22

（ヽ

）

拠
口
畑
羅

〇
〇
Ｎ
、Ｏ
Ｈ

Ｏ
Ｏ
∞
Ｎヽ
Ｈ

〇
〇
∞

〇
〇
卜

Ｈヽ

Ｏ
Ｏ
Ｎ
Ｏヽ
Ｎ

〇
〇
∞

【ヽ

Ｈ
ヾ
〇
Ｎヽ
Ｈ

ト
ト
Φ
トヽ

〇
〇
Φ
Ｎ^

Ｏ
Ｏ
Ｏ
卜ヽ
［

Ｏ
Ю
寸
ぃ０

卜
〇
〇
ヽヾ
Ｈ

Ю
卜
［
ぃ［
【

【ヾ
卜
、Ｎ
Ｈ

∞
∞
〇
、∞

で
∞
〇
、ヾ

０
０
卜
＾ヾ

∞
Ｏ
Ｎ
Ｎヽ
Ｈ

Φ
Φ
∞
、∞

〇
〇
い

〇
〇
［
、∞
Ｎ

製

　

憚

　

昼

旨
田
Щ
橿
十
四
榊

旨
煙
Ｋ

・
旨
田
Щ
に
や
咽
榊

〓
＋
旨
≪
田
糧
型
パ

硼
畔
旨
≪
川
糧
製
パ

卜
響
く
旨

ヽ
議

・
硼
唖
旨
≪
田
糧
鯉
択

＝
響
く
旨
Ｎ
臓
に
観
ベ

＝
堆
К
旨
終
職
に
観
択

ゼ
田
旨
Ｎ
議
糧
鯉
ベ

Ц

・
ギ
旨
関
ミ
に
観
ベ

≪
押
ギ
旨
ロ
ミ
捏
鯉
択

≪
ギ
ギ
旨
関
ミ
に
観
ベ

ギ
旨
ロ
ミ
程
鯉
ベ

き
日
＝
嵌
旨
断
騒
糧
鯉
ベ

ど
獣
騒
に
ご
択

ぼ
墨
К
旨
ヨ
騒

旨
世
ミ
に
ヨ
緊

Ｎ

　

繁

　

興

奏
四
≪
ロ
ミ
製

櫓
興
≪
図
ミ
鯉

櫓
製
眠

ヽ
申
≪
川

養
興
硼
畔
≪
田

櫓
興
Щ
Ｎ
轟

奏
製
幽
釧
Ｉ
Ｎ
轟

櫓
躙
引
基
К
Ｎ
轟

櫓
壇
ゼ
田
Ｎ
議

櫓
製
Щ

・
ギ
ロ
ミ

櫓
興

【
≪
ギ

・
ギ
ロ
ミ

奏
躙

目
≪
ギ

・
ギ
ロ
ミ

奏
製
闘
黎
懸

・
ギ
ロ
ミ

櫓
霜
き
目
＝
嵌

・
断
騒

奏
壇
撻
曹
ヨ
煮
嵌

。
ま
騒

墨
理
田
ヨ
Ｒ
址
ミ

髪

３
鵬
尽
Ｑ
細
羅
緊
ぷ

（
辻
せ
継
慨
剌
冊
総
皿
藝
郷
回
目
　
憔

Ｈ
銀

-3-



゛

製

眠
片

、鵬
引

、離

＝
鰤
酬

、離
硬
熙

、離
檻
＝

、離
引
Ⅸ
駆

Ｒ
‘
部

眠ヽ
隣

器ヽ
硬
熙

、串
駐
引

、離
引
翻
添

唱
課
Ｋ

ヽ
（条
史
卜
興
博
訳

〓
）
器ヽ
に

、串
引
期
総

、離
引
霧
督
Ⅸ
駆

離
に

離ヽ
塁
＝

器ヽ
引
期
承

≪
ぐ
絆

、嘔
熙
Ｋ

器ヽ
に

、騰
硬
熙

、聰
駐
引

聴ヽ
＝
期
恙

聰
硬
熙

器ヽ
駐
＝

串ヽ
＝
期
ぷ

離
便
熙

串
硬
熙

串
硬
熙

聰ヽ
駐
調

、識
引
期
承

眠
隣

、離
引
肛
目

離ヽ
硬
熙

へ騰
檻
＝

聰
も

。
離
檻
＝
係
拒

串
博

ぃ騰
橿
墨
単
Ｈ

串ヽ
＝
翻
総

器
に
ヽ
国
寝

騰ヽ
博
や
ヽ
ヽ
へ

埋ヽ
墨

懇ヽ
坪

ぃ騰
硬
熙

離ヽ
駐
引

騰ヽ
引
翻
総

撻

製

撻

ぃさ
銀
ヨ
■
２
ゼ
拒

典ヽ
Ｊ
Ｋ
酬
に
世
螺
拒

Ⅷ
Ｓ
引

ぃぶ
引

ぃ鍵

Ｓヽ
製
螂

倒
緊
ヨ
■
′
ゼ
拒

山ヽ
迅
く
醐
ゼ
世
期
ぷ

ミ
度

Ｋ

皿

、撻

＾
（騨
状

田ヽ
Ｋ
）
に
世
期
承

（撻

ぶヽ
製
）

ヨ
■

、
貧

度ヽ
く
皿

、撻
）
に
よ
翻
ぷ

（
日
Ｋ

、撻
）
ヨ
■
２
ぎ
拒

バ
侭
引

Ｓヽ
側
螂
樹
緊

山ヽ
Ｊ
Ｋ
醐
）
ゼ
世

郎
拒
２
ゼ
出
期
承

、ミ
度
く
皿
ゼ
歯
期
ぷ

ぶ
引

櫓
蝋
騰
便
熙

櫓
暇
Ｓ
翻

田ヽ
Ｋ

、胆
ゼ
歯
期
承

Ｓ
製

、蝋
コ
■

、側
に
係
Ｋ
駆
ゼ
世
螺
拒

（Ⅷ

∞
経
螺
樵
即
）
螺
Ｅ
巡
択
橿

Ｓ
製
ヨ
Ч
■

ぶ
＝

拠ヽ

、螺
拒

螺ヽ
＝
掻
選
懇
響

Ｓヽ

銀
ヨ
月
２
に
出
期
承

、
ヽ
、
口
ヽ
聰
に
里

肛

雲

細

駆

卜
Ｈ
．【
　
．∞
　
＞
＜
Ｏ
Ｈ
．Ю
　
．Ｎ

22

０
［
．ト

［
∞
．［

22

∞
　
．∞
　
＞
く
Ｏ
Ｈ
．Ю

∞
　
うて
∞
Ｈ
．ト

∞
　
≫て
Ｎ
Ｈ
．ヾ

Φ
［
．Ю
　
．̈
眠
ギ
／
卜ヽ
Ｈ
．寸

IR

Ｏ
Ｎ
．Ｎ
Ｈ
．Ｎ
　
＞て
〇
∞
．

マ
”
．卜
　
．〔К
ギ
／
Ｎヽ
Ｎ
．Ю
　
．［К
一

∞
Ｎ
．Ｎ
　
．∞
　
＞く
Ｏ
Ｈ
．∞
　
．

・‐．К
一

Ｎ
　
．Ｏ
Ｈ
．Ｎ
　
，
ム
Ｈ
．ヾ
　
．Ｎ

∞
Ｎ
．∞
Ｈ
．眠
２
Ｈ

．ｏ

．ば

∞
Ｎ
．Ｎ
　
．Ｎ
　
くゝ
Ｈ
　
．〇
［
．山ヽ

∞
　
＞
く
Ю
　
．ヾ

∞
　
＞
＜
Ｏ
Ｈ
．崎

∞
　
＞
く
Ｏ
Ｈ
．∞

IR N∞

（ヽ

）

拠
目
畑
羅

〇
〇
ヾ
Ю^

〇
〇
Ｎ

Ｏ
Ю
Φ
０^

〇
〇
ヾ
Ｏヽ
Ｈ

Ｏ
Ю
∞

Ｈヽ

Ｏ
Ｏ
［
崎ヽ
∞

〇
〇
Ｎ
Ｎヽ

〇
〇
〇
、∞

〇
〇
〇
、Ｎ

Ｏ
Ю
∞

Ｈ^
［

〇
〇
ヾ
ぃヾ

〇
〇
〇
、Ю

〇
卜
Ｎ

Ｈヽ

Ｏ
∞
Φ
∞ヽ

〇
〇
〇
、［
Ｈ

製

　

憚

　

ト

旨
性
ミ
に
■
緊

旨
址
ミ
に
■
緊

旨
址
ミ
に
■
緊

旨
址
ミ
に
■
緊

旨
址
ミ
橿
ヨ
緊

旨
ヨ
騒

旨
■
ｔ
に
ヨ
緊

旨
樫
部

Ｎ
駆
旨
十
煮
回

Ｎ
暉
旨
十
煮
回

ヽ
理
旨
十
煮
回

Ｎ
暉
旨
十
煮
回

旨
肛
■
糧
鼻
健

Ｎ

　

櫓

　

理

櫓
製
ロ
ミ
世
ミ

櫓
興
野
■
難
ミ

奏
製
理
卜
世
ミ

櫓
興
麟
ゼ
＝
址
ミ

櫓
製
Ⅸ

ヽ
―
址
ミ

奏
興
鼻
く
―
ヨ
騒

図
製
■
ｋ

奏
壇
樫
型
卜
颯
撻
巡

奏
製
ゼ
響
回
卜
十
煮
回

奏
躙
状
躍
十
煮
回

郎
拒
ヨ
皿
ヽ
Ｋ
十
煮
回

奏
興
ヨ
皿
ヽ
Ｋ
十
煮
回

奏
壇
弐
状
脚
肛
■

タ

●
鵬
郭
Ｑ
細
羅
緊
駅

（
辻
せ
継
銀
剌
掛
翻
皿
藝
駆
回
目
　
憮

∞
銀

-4-



第 2節 調 査 区 の設 定 と調 査 の経 過

郡家大林上遺跡は,丸亀市郡家町大林上を中心にして所在する。今回の調査対象地は
,

西を市道八幡下原線,東を市道杵原郡家線に挟まれた部分である。

第 4図 に示すとお りの調査区を設定 した。対象地の南西隅を基準 (+29.080, 十

139.360)と して,20× 20mの調査区を設け,東西方向にアルファベットのAか らKを ,南

北にアラビア数字の 1か ら9をつけて調査区の記号とした。調査区の主軸方位は国土座標

系第Ⅳ系に準拠する。

調査の進行にともなって,現状の地割りをもとに調査を行うことにし,西から東に向っ

て I～ Ⅳ区の2,500J程度の 4つの掘削区域を設定した。さらにその内部を 3～ 4の小区

画に区分して1原次調査を実施した。調査は,水田耕作土を重機によって除去し,当初は各

層ごとに遺構検出を行ったが,第 2層の上面は遺構が稀薄であることが判明したため,の

ちは本調査区における地山と考えられる第 4層上面までを人力で除去し,第 4層上面で遺

構検出を行った。

第 3節 調査と整理の体制

調査体制

昭和63年度の調査体制は下記のとお りである。

香川県教育委員会事務局 文化行政課 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

田 丸 秀 明

小 原 克 己

加 藤 正 司

山 地  修(6.1.～ )

三 宅 浩 司

見 勢  護

調査文化財専門員 真 鍋 昌宏

課  長

課長補佐

副 主 幹

総務係長

係長

主事

主事

廣 瀬 和 孝

高 木  尚

野網朝二郎 (6.1～ )

宮 谷 昌之 (～ 5。 31)

宮 内 憲 生 (6.1～ )

横 田 秀 幸 (6。 1～ )

水本久美子

所  長

次  長

総務主査

主査

主事

参事

技師

技師

大 林 修 三

木 下 晴 一

埋蔵文化財係長 大 山 真 充
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整理体制

郡家大林上遺跡の整理業務は,平成 5年 10月 1日 から同 6年 3月 31日 までの期間で実施

したが,現地の調査を中心となって実施した職員が他の整理業務を担当したり転出したた

め,廣瀬が担当した。また,西村尋文 。木下晴一・蔵本晋司が援助した。

平成 5年度の整理体制は下記のとおりである。

香川県教育委員会事務局文化行政課 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

課  長

主  幹

主  幹

総務係長

中 村  仁

菅 原 良 弘

小 原 克 己

源 田 和 幸

所  長

次  長

総務係長

松 本 豊 胤

真 鍋 隆 幸

土 井 茂 樹

主任主事   櫻 木 新 士

主  事   石川恵三子 (～ 5。 31)

主  事   藤 原 和 子 (6.1～ )

埋蔵文化財係長 藤 好 史 郎

主 任 主 事  西 村 厚 二

調査係長 廣 瀬 常 雄

整理補助員  葛 西  薫

整理補助員  石川ゆか り

整理補助員  長谷川郁子

整理作業員  陶川真由美

整理作業員  前 田 好 美

整理作業員  加 藤 珠 里

整理作業員  谷  純 子
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第 2章 立 地 と 環 境

第 1節 地 理 的 環 境

香川県の中央部から西にひろがる丸亀平野は,土器川・金倉川 0弘田川などの中小河川

の長期にわたる氾濫・堆積作用によって形成された沖積平野とされてきた。 しかし,昭和

63年に実施した丸亀市の三条黒島遺跡の調査で,表上下約70セ ンチのところで旧石器の接

合資料を検出し,ま た今回報告する郡家大林上遺跡や郡家一里屋遺跡では,AT火 山灰の

純粋層が確認された。これらのことから,土器川と金倉川に挟まれた範囲を中心とした地

域の成 り立ちについては,再検討が必要となってきている。

郡家大林上遺跡は,丸亀平野の中央部,丸亀市郡家町大林上を中心として所在 し,金倉

川と土器川に挟まれた微高地上に営まれている。その標高は17～ 18メ ー トルであり,ま た

南から北に僅かに下っている。調査地内に自然河川跡と考えられる落ち込みが認められる。

第 2節 歴 史 的 環 境

丸亀平野では,三井遺跡 (多度津町三井周辺),五条遺跡 (善通寺市原田町周辺),中の

池遺跡 (丸亀市金倉町周辺)な どの弥生時代前期の上器を出土する遺跡がはや くから知ら

れてお り,内陸部における旧石器 ,縄文時代の実態がいま一つ明確ではない香川県におい

ては,比較的はや くから人々の生活が始まった地域の一つ として考えられてきた。 しか

し,昭和57年度末から実施 してきた四国横断自動車道建設に伴 う発掘調査によって,新た

に旧石器・縄文時代の遺物を出土する遺跡が知られるようになってきた。丸亀市の三条黒

島遺跡の調査では,翼状剥片石核や翼状剥片などの接合資料からなる旧石器群が原位置を

保って出上し,ま た同市郡家田代遺跡の調査では,ナ イフ形石器などがまとまって出上 し

ている。善通寺市の永井遺跡の調査では縄文時代後・晩期の土器が多量に出土 している。

明確な遺構はないものの,大規模な流路の底に杭を打ち込んで流れを制御する遺構が確認

できている。またこれら以外にも,四国横断自動車道建設に伴い実施した発掘調査で,明
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íヽ

.ヽ

ヽ
、ラ

ツ

」:■′ハ ヤ眠`ハ ‐ヽ

9 郡家大林上遺跡

10 郡家田代遺跡

H 川西北・原遺跡

12 川西北・七条 I遺跡

13 川西北・七条 H遺跡

14 川西北・鍛治屋遺跡

15.飯野・東二瓦礫遺跡
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確な遺構には伴わないものの,旧石器や縄文土器が多 くの遺跡で確認 され出してきてお

り,弥生時代以前の同地域の様相も資料の増加を待って再検討 しなければならないだろう。

弥生時代の遺跡は,前期から後期の全時期を通 して広 く営まれている。前期には,善通

寺市の甲山北遺跡・三井遺跡・稲木遺跡,丸亀市の三条番ノ原遺跡 。三条黒島遺跡などが

この平野に営まれている。中期には,善通寺市の矢ノ塚遺跡や同市西碑殿遺跡が平野西方

の天霧山の麓に営まれる。後期の遺跡としてはi丸亀市の三条番ノ原遺跡・群家原遺跡 ,

善通寺市の旧練兵場遺跡・稲木遺跡などが営まれる。いづれにしても,こ の沖積平野と密

接に関連 した遺跡が広範囲にわたって認められるのが状況である。弥生時代を代表する遺

物である青銅器が集中して出上しているのも,こ の地域の特徴の一つである。我拝師山の

北斜面で銅鐸・銅剣が,南側で銅鐸・銅剣・銅鉾が出土 している。

古墳時代のこの地域は,香川県の古墳集中地域の一つであり,平野奥部の山麓を中心と

して 400基程度の古墳が数えられている。平野奥部の磨臼山から池下にいたる約 2キ ロに

は,磨臼山古墳 0鶴 ケ峯 1号墳・同 2号墳・丸山古墳・王墓山古墳・菊塚古墳などの 6基

以占の前方後円墳が近接 して直線上に築造されている。これらは古墳時代の前期末から後

期の中頃までにわたって築かれたと思われ,ま とまった古墳群として注 目される。古墳時
|

代前期のこの地域の特徴の一つは,海抜約 400メ ートルの高地に築かれた野田院古墳をは
|

じめ,椀貸塚古墳 。経塚古墳・丸山 1号墳 。同 2号墳 。大窪古墳などの積石塚が大麻山山

腹から東麓部にかけて築造されることである。県内で積石塚が集中して築造されるのは ,

高松平野の西辺部と坂出平野の東辺部 ,それに津田湾の一部である。積石塚の発生要因は

いま一つ明確ではないが,平野中央部の稲木遺跡で確認されている弥生時代後期後半を中

心とした時期の集石墓群にも注意すべきである。古墳時代後期の古墳にも注 目すべきもの

が平野奥部や大麻山山麓部に認められる。善通寺市善通寺町にある前方後円墳の王墓山古

墳は,横穴式石室を埋葬施設としており,金銅製の冠帽をはじめ優れた馬具や武具類を副

葬 していた。また大麻山山麓には,夫婦岩 。岡古墳群などの10基単位程度の群集墳が数多

く築造されてお り,これらも旧練兵場遺跡を中心として平野部に営まれた集落遺跡との関

連で考えられるだろう。

1歴史時代のこの地域は,平安時代にまとめられた『延喜式』・『倭名類衆紗』によると

労Ь珂郡′と多度郡とに分かれ,那珂郡は員野・良野 。子松 。高篠 。櫛無 0垂水・喜徳・郡家

・柳原・金倉 。智多の十一郷 ,多度郡は生野 0良田 0葛原・三井・吉原 0弘田・仲村の七

郷に分かれていたとされる。また,古代の文化や政治に重要な役割を担った幹線道路であ
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る南海道には,引 田・松本 0三渓 0河内・甕井・杵田に騨が置かれたとされている。「河

内」は,現在の坂出市の府中近辺に,ま た「甕井」は多度津町三井近辺に比定されること

が多い。いずれにしても南海道は,こ の平野を東西に横切ることになり,肥沃な水田を背

景として繁栄した地帯であったのだろう。古代豪族と密接な関係をもつ古代寺院も仲村廃

寺 (伝導寺跡)や善通寺などがこの地域に建立される。
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第 3章 調 査 の 成 果

第 1節 調 査 の 概 要

今回検出した遺構面は,後世の削平や地下げを受けているため,良好なものではない。

検出している遺構は,掘立柱建物遺構 ,ピ ット,土坑 ,井戸 ,溝状遺構 ,畝状遺構 ,自然

河川跡などである。

掘立柱建物遺構は 5棟を確認 した。柱穴掘形は,いずれも比較的小規模なものである。

5間 × 1間の建物遺構が 1棟 ,4間 ×2間の建物遺構が 1棟 ,4間 × 1間の建物遺構が 2

棟 , 2間 ×2間の建物遺構が 1棟である。これらの建物遺構から出土している遺物が極め

て少ないため,時期の特定には困難を伴 うが,近接して検出している土坑が同じよう埋土

を伴っているため,その出土遺物から近世の建物遺構と判断しておく。

比較的大規模な土坑を13基検出した。坑内の上部に大量の礫が含まれ,近世を中心とし

た時期の遺物を包合 していた。また,土坑内部に底部を打ち欠いた大型の上器や曲物片を

伴 うものがあり,井戸遺構と考えられる。調査区の東部で畝状遺構を検出した。ほぼ東西

方向に伸びてお り,幅約40m,高低差約 7 clllの 状態で検出している。

自然河川は,調査地の東西両端部で検出してお り,おおむね南北方向の流路を持ってい

るようである。西端部で検出した自然河川は,堆積状況や埋土から3時期以上にわたる自

然河川と考えられる。弥生土器から中世にいたる土器や斎串が出土している。東端部で検

出した自然河川は遺物が検出できなかったため,時期は明らかにできなかったが,幅約13

m,深さ約 2mの規模をもつ。

また,これらの自然河川に挟まれた部分で東西方向に流れをもつ小規模な流路を検出し

ている。

第 2節 土 層

郡家大林上遺跡は丸亀平野に位置 し,西方約2.9hに金倉川が ,ま た東方約 1.6hに 土

序

-13-



ｎ
．
卜
一
．
Ｊ

Ｉ
Ｉ

＼

（
わ
“
゛
ぶ
）゙

■
Ｊ
ビ

＝
ぼ
埋
眠
Ｊ
К
終
曽

＝
】
聟
寝
Ｊ
ビ
終
曽
・゙

軍
Ｊ
颯
枢

（き
Ｅ
Ｓ
撻
暉
５

い
―
∞
）醸

゛
尋
】
攣
惧
Ｊ
К
響

引
】
撃
Ｊ
ビ

（
●
“
嘱
ふ
奈
ぶ
）゙

■
０
ビ

＝
軍
撃
Ｊ
К
普

（
わ
“
劇
蒸
゛
ぶ
）台
■
０
ビ

一　
一　
一　
一

（
‘
韻
翠
壇
）＝
ざ
撃
Ｊ
旺

（
わ
“
へ
ぶ
）゙

尋
肛
攣
惧
Ｏ
К
露

（
●
“
嘱
へ
掏
゛
ざ
Ｘ
一［
鰤
濠
詠
に
馴
騨
哩
印
継
押

（
わ
“
劇
ネ
゛
事
。き
‘
Ｓ
卜
●
５

Ｎ
）＝
ぼ
゛
Ｊ
ビ
終
薔

「
障
攣
Ｊ
理

・
К
ｒ

（
わ
“
ｅ
ぶ
）引
】
攣
Ｒ
Ｊ
ビ
Ｓ

＝
運
攣
０
ビ
絡
書

（
●
“
【
ぶ

メ
′
韻
輩
響
）調
Ｖ
燿
Ｊ
雌

（
わ
“
余
ボ
）＝
肛
攣
惧
Ｊ
ビ
露

8ヽ ヽおヽR終 ヽR

ゆ
．
卜
一
．
Ｊ

‐，‐―
「

ｈ
Ｈ

＼　　　　　一一

湾
ド
ー
ト
ー
ー

|

第 6図  I区南壁土層図

-14-

ｎ
，
卜
一
．
コ

ー
ー

ゆ
．
卜
一
．
コ

ー
ー

―

ハ

フ

゛
尋
Ｏ
ｃ
ビ

（普
Ｅ
澤
・議
Ｅ
Ｓ
撻
ギ
ε
８
【
―

【
）蓄

＝
駆
聟
Ｊ
畔

゛
軍
Ｊ
伍
ビ

（き
Ｅ
腰
・警
Ｅ
Ｓ
撻
導
８
８
【
―

【
）議

（
わ
“
゛
尋
）調
】
想
Ｊ
ビ

（わ
“
呵
へ
醸
Ｅ
目
Ｓ
撻
導
８

い
Ｉ
Ｎ
）き
■
Ｏ
К

（●
“
゛
ぶ
里
旧
↓
）゙

軍
邸
駆
埋
瞬
Ｊ
ビ
露

（
＝
輩
本
）「
】
攣
陰
Ｊ
ぶ
普
　
一

　ヽ
　
　
　
　
　
∞

一

　

卜
　

　

　

．

一
　

　

ト
　

　

　

　

ン

ー

ｏ
ｌ



ゆ
．
卜
一
．
Ｊ

Ｉ
Ｉロ

一
　

　

　

（
わ
“
゛
尋
）引
軍
攣
Ｊ
К
曽
　
鸞

０

（酵
Ｅ
目
・邸
Ｅ
Ｓ
撻
暉
８

，

―
゛
）酵
　
ロ

゛
ロ
ー
゛
〓
Ｊ
ビ
曽
　
〓

（
わ
“
劇
（
出
Ｓ
留
暉
８

一
―
曖
８
゛
〓
Ｊ
ビ
響
　
賃

（薗
匡
圏
Ｓ
撻
暉
曰
８
一
―

∞
）留
　
営

（
わ
“
嘲
へ
ｅ
椰
）「
】
攣
寝
Ｊ
ビ
歯
―
ビ
　
〓

（
わ
“
嘱
（
ｅ
ぶ
コ
喘
■

）＝
】
台
Ｊ
ビ
曽
　
９

′
　
　
〇
”

（
３
（
０
さ

↑
↓
０
）＝
Ｖ
攣
眠
Ｊ
区
日
　
ト

（
わ
“
劇
（
０
さ
）引
駆
攣
眠
Ｊ
ビ
ｒ
　
∞

（
わ
ф
Ｏ
さ
）引
駆
埋
惧
Ｏ
Ｋ
Ｆ
　
∽

（
わ
“
劇
へ
０
ぶ
）調
軍
聟
惧
Ｊ
ビ
醸
　
ヾ

引
坦
Ｊ
囃
　
∞

（
わ
枷
劇
ふ
條
縣
）＝
ぼ
聟
膜
Ｊ
ビ
　
ヽ

＝
】
埋
擦
Ｊ
颯
枢

　

一

―――
――
―
―――嘲
‐
‐
‐
‐
‐
―
―

‐―‐‐―‐―‐ｒｌ‐―‐‐‐‐‐‐‐―‐―‐―‐―‐―‐―‐』―‐日‐‐‐‐‐‐‐‐ロー‐―‐‐‐ド‐‐‐‐‐‐―‐

引
】
゛
Ｊ
К
章
雪
　
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
わ
“
゛
ぶ
）＝
】
聟
眠
０
ビ
Ｆ
　
い

■
】
撃
０
ビ
智
　
ヽ
　
（わ
伽
劇
さ
夢
）引
】
撃
Ｊ
ビ

パ
わ
“
嘱
嗽
゛
ぶ
）゙

〓
Ｊ
撃
苺
　
∞

Ⅱ区南壁土層図 (l)

-15-

∽
．
卜
一
．
Ｊ

Ｉ
Ｉ

|

第 7図

ｍ
．
卜
一
．
コ

　

ー
ー



い
．
卜
一
．
Ｊ

Ｉ
Ｉ

＼

（
■
濠
選
撃

↑
「
∞
）＝
肛
聟
Ｊ
К
罫
　
０

（わ
“
嘲
ふ
條
ぶ
里
喘
調
）調
飩
撃
眠
Ｊ
К
罫

．
一

（わ
゛
嘲
へ
傘
部
）引
紅
撃
Ｊ
К
罫

．
∞

（＝
Ｋ
）＝
肛
撃
Ｊ
鰹
・К
罫

．
Ｎ

（＝
せ
本
）＝
駆
撃
眠
Ｊ
区
終
智

．
【

|

第 8図  Ⅱ区南壁土層図 (2)

-16-

＼

ゆ
．
卜
一
．
コ

ー
ー



＼

崎
．
卜
一
．
コ

ー
ー

Ш

引
郎
撃
旧
Ｊ
早
枢

引
駆
翠
Ｊ
К
罫

（引
Ｋ
）引
肛
撃
眠
Ｊ
颯

。
さ

（＝
せ
繁
）引
駆
聟
膿
Ｊ
駆
畔

・　
一

・
∞

・　
Ｎ

・
【

区南壁土層図 (l)

-17-

ゆ
．
卜
一
．
Ｊ

Ｉ
Ｉ

|

第 9図  皿

ゆ
．
卜
一
．
Ｊ

Ｉ
Ｉ

目
目
日
「
―
―

‐―
目
目
日

・
―
‐
‐
‐
ｄ
り
召
―――
――
――‐
旧
Ｈ
阻
／

一

―

　

　

　

　

　

　

・



Ю
．
卜
一
．
Ｊ

Ｉ
Ｉ

¨
　

¨
　

．
　

一

ｎ
，
卜
一
．
コ

ー
ー

Ш

＼

卜 ∞ Φ 8=営

（二
樫
）＝
肛
撃
腺
Ｊ
颯
枢

（わ
゛
條
騒
）引
駆
聟
眠
Ｊ
К

（和
゛
條
椰
）引
紅
さ
Ｊ
区
枢

引
肛
撃
眠
Ｊ
鰹
区
智

（引
Ｋ
）引
駆
聟
眠
Ｊ
鰹

。
Ｅ

（
０
悩
Ｄ
日
心

約
↑
「
Φ
）羽
肛
台
Ｊ
区
終
曽

（
０
悩
⊃
〉
↓
）
金
軍
↑
「
い
）引
駆
台
Ｊ
区
絲
雷

．
Φ

＝
肛
台
Ｊ
К
終
雷

．
い

（わ
゛
ｅ
ぶ
里
旧
＝
）＝
肛
撃
Ｊ
区
終
雷

．
ヾ

（わ
゛
嘲
ふ
像
ぶ
）引
肛
聟
Ｊ
К

．
∞

（わ
゛
咽
ヽ
謬
Ｅ
Ｓ
堅
製
５
め
―
∞
）引
楓
合
Ｊ
К

．
Ｎ

（引
せ
蒸
）引
駆
聟
眠
Ｊ
燿
区
５
．車
区
雷

．
【

|

第10図  皿区南壁土層図 (2)

/

-18-

い
。

卜
一
．
Ｊ

Ｉ
Ｉ

ゆ
．
卜
”
．
Ｊ

Ｉ
Ｉ

/



ｎ
．
卜
一
．
コ

ー
ーШ

き
■
Ｊ
区

羽
撃
Ｊ
区

＝
聟
Ｊ
区
畔

＝
肛
聟
Ｊ
区
終
習

引
紅
翠
Ｊ
燿
区
智

＝
紅
撃
眠
Ｊ
颯
畔

（■
濠
翠
撃
．
〉
雷

↑
「
守
）＝
紅
聟
Ｊ
区
智

．
ト

引
聟
コ
К
雲

．
Φ

（
１
瀬
螂
埋
）引
飩
埋
Ｊ
暉
枢

．
い

＝
肛
聟
Ｊ
К
雷

．
や

（わ
伽
條
ぶ
）調
肛
撃
際
綱
区
罫

．
∞

引
紅
聟
Ｊ
区

．
Ｎ

（＝
せ
繁
）引
肛
翠
Ｊ
颯
畔

．
【

ノ

／
‐
―
‐‐
‐―
―
‐
‐―
―
‐―
‐―
―
―
―
‐―
‐―
‐―
‐―
―
―
‐、
‐―
‐ド

‐―
＝

第‖図 Ⅳ区南壁土層図

-19-

い
．
卜
一
．
コ

ー
ー

ゆ
．
卜

，
．
コ

ー
ー



〇
．
卜
一
．
Ｊ

Ｉ
Ｉ

〇
．
卜
一
．
コ

ー
ー

＼

〇
．
卜
一
．
コ

（わ
゛
咽
ふ
ｅ
ポ
）台
Ｊ
区

台
軍
駆
埋
眠
Ｊ
区
罫

（わ
゛
き
Ｃ
樫
暉
５

【
）台
響

（わ
伽
Ｏ
ぶ
）引
紅
台
Ｊ
区
罫

引
紅
台
Ｊ
К
絲

（‘
゛
罫
ヤ
ヤ

↑
「
〓
．わ
゛
條
縣
）＝
飩
撃
眠
Ｊ
区

（わ
゛
嘲
ヽ
傘
部
里
喘
卜
）調
肛
撃
腺
Ｊ
区

（わ
゛
台
筆
・Ｉ
）引
紅
聟
眠
Ｊ
区
畔

＝
肛
撃
眠
Ｊ
区
畔

（謎
圧
日
・轡
Ｅ
Ｃ
撻
叩
５
８
１
【
）轡

（
３
漁
撃
撃
）引
肛
聟
Ｊ
区
終

引
撃
Ｊ
畔

゛
軍
卿
駆
聟
眠
Ｊ
区
謬

（わ
伽
議
そ
Ｃ
樫
暉
５

∞
―
【
）合
軍
Ｊ
ド
罫

（和
゛
嘲
へ
條
郡
）台
軍
邸
Ｊ
К

（和
伽
嘲
ふ
ｅ
ポ
Ｙ
台
尋
即
肛
撃
腺
Ｊ
区
罫

（＝
曇
蒸
）＝
駆
撃
眠
Ｊ
区
雷

第12図  Ⅱ区S R01土層図

――

ゝ

鮮

――

サー

＝

――

――

――

―Ｉ

Ⅳ

〃

――

＝

―‐

瞬

「

ヽ
ヽ
ヽ
、
　
∞

~ヽ ~

-20-



器川が北に向って流れており,両河川に挟まれた微高地上に所在する。調査の着手時には

ほぼ全域が水田に開墾されていた。今回の調査は,東西の最大幅約216m,南北の最大幅約

60mの範囲で実施したが,現地表面の標高は東辺部で約18.2m,西 辺部17.lm程 度であ

り,わずかに西に向って傾斜しているようである。また北に向って下っている。

本遺跡の上層図は南壁で図化したが,基本的な層序は第 6図～第11図に示すとおりであ

る。調査区の東端では,水田耕作土直下に 5 oll程度の粒径を中心とする亜円・円礫からな

る礫層があり,それが下方にもぐるにつれ,上から明灰色弱粘質土層 (第 2層)0黄褐色

弱粘質土層 (第 4層)な どが堆積している。また西辺部で検出したS R01と 呼ボ自然河川

の微窪地には暗茶灰色粘質土層 (第 3層)があり,礫層・第 2層 0第 3層・第 4層の各上

面で遺構が検出された。
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第 3節 遺 構 と 遺 物

1.自然河川

今回の調査で 3条の自然河川を検出している。西辺部で検出 している自然河川を SR

01,中央部で検出しているものをS R02,東端部で検出している自然河川をS R03と 呼称

した。

S R01は ,蛇行 しているようであるが南北方向の流れをもつ。黄褐色粘質土を東岸とし

て検出しているが,対応する西岸が調査区の外に位置すると考えられ,今回の調査では検

出できなかった。堆積状況によって 3時期以上の流路に区分できそ うである。

S R02は東西方向の流れをもつ。狭小で小規模なものであり,東端は浅 くなって消滅 し

ている。落ち込み状を呈する自然地形とも判断できそ うである。

S R03は ,南東方向から北西方向に向って,大 きく蛇行 して流れているようである。耕

作上の直下に拳大以上の大きさの礫からなる礫層が堆積 している。この礫層などを河川の

岸としているようである。西に向うにしたがって,こ の礫層が深 く落ち込んでいくようで

ある。また,その上に泥炭層 ,砂層 ,黄褐色弱粘質土層などが順次堆積 して,黄褐色弱粘

質土層がこの遺跡の大部分の遺構面となるようである。礫層などに対する対岸は,現在の

用水路などの障害物があり,確認できていない。

SR01-1

SROl-2

SROl-2颯銀ビ
お

S R02 S R03

f′

ヵノ
″

ギ

カ
シ

SR01-1

～

第13図  自然河川配置図
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S R01 (図版第 6～ 9,第 13～ 19図 )

今回の調査地の西端部,A-1,B-1～ 4,C-2・ 3にかけて検出した自然河川跡

である。西岸が検出できていないが,幅50m以上,深 さ約 2mの規模をもち,おおむね南

から北に向って流下していた自然河川跡である。土層断面の観察によって 3時期以上の流

路に区分できるようであり,ま た東から西に向って流路が移動したようでもある。この自

然河川が最終的に埋没した時期は,上面に堆積した層からの出土遺物から,近世と考えら

れる。

この自然河川の東岸の上層は粘質上であり,さ らにその東方に今回検出している建物跡

や土坑などの遺構が分布する。

S R01は ,規模・堆積状況からみて長時間にわたる自然河川跡と考えられるが,B-3

北辺部付近の堆積状況を例にとって説明すると,3時期以上の流路に区分できるようであ

る。

最も古い流路 (第 1期流路)は , 1～ 6,8,10～ 12,18各層の灰色砂質土,暗灰色粘

質土,礫層 ,灰色砂層 ,礫層 ,灰色砂層で区分できるものであり,深さ2m程度の規模を

もつ一つの流路と考えられる。

405010各層を流路の底として堆積する 7層の明灰色弱粘質土も幅は最大 2.Om程度

であろうが,深 さ0.7m程度の流路であろう (第 Ⅱ期流路)。

10層の暗灰色粘質土や 7層を侵食 して第Ⅲ期の流路が認められる。15～ 17層の明灰色粘

砂土 ,灰色粘質土で,大きく一つの流路と考えられる。深さは0.8m程度のものである。

また, 508層 を最下層として機能 していた時期や,18層 を最下層として機能 していた

時期なども考えられるが判断できない。

なお,出土遺物の大半が第 I期流路からのものである。それ以外の流路からの出土遺物

は少量であり,後世の攪乱などによって混入したものを多 く含んでいるようである。

W
Ｅ

一

l 灰色砂質土

2 灰色砂質土(躍

'最

含む )

3 11灰 色帖質土(細砂・伍細砂含む )

4 晴灰色帖質土(3よ り明るい.細 砂・傾細砂含む )

5 08灰 色帖質土(3・ 4よ りIA性 強い.4ヽ 躍少量含む )

6 晴灰色帖質土(05-4 Cm織度の躍含む )

7 明灰色弱帖瞑土(鉄分多量含む) 13 黒色帖土

8 躍(2-lllCm程度の円躍 亜円磯), 14 灰色砂質土

9 青灰色細砂           15 明灰色帖砂J:

10 嗜灰色帖質土(帖土.餞細砂含む) 16 灰色帖質土

H 確(2-5 Cnfi度 の円鴫・亜円躍) 17 灰色帖砂土

12 灰色中砂(05-2 cm織 度の確含む)18 青灰色砂質土

第14図  S R01土層実測図

II:
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S R01-1(第 I期流路出土の遺物)

弥生土器から中世の上器までを検出している。

弥生土器は中期の土器を少量含んでいるが,大半は後期の土器である。壺,甕 ,高杯 ,

鉢,支脚が出上 している。40は ,器壁全面に指によると考えられる調整痕を残す土製の支

脚である。先端部が三股に分かれる。その他の土器は,いずれも小片であり,12013な ど

は摩滅が著 しく,その摩滅状態や河川跡出土と言 う検出条件からみれば,当該地以外の場

所から流れてきた土器や,後世に混入した土器の可能性も考えられる。

奈良時代を中心とする時期の上師器,須恵器,木製品を検出している。土師器は,甕 ,

壷,皿 ,高杯などである。34は 内面に赤色顔料が遺存 し,放射状のヘラ磨きが認められる。

37は高杯である。脚部外面には,ヘ ラ状工具による丹念な面取 りが認められ,内面には粘

土紐を巻き上げた痕跡が残る。41042は内面に粘上の接合痕を残 し,外面には縦方向の粗

い刷毛 目を残す長胴の壷である。蛤壷として図化 した。41の底部には,径 2 clll程度の穿孔

が認められる。類例は多 くないが,こ の時期の遺物と判断した。32は小型の壷である。日

縁部内面には横方向の,体部外面には縦方向の粗い刷毛 目が残る。底部には,焼成後に穿

たれた径 l oll程 度の穿孔が認められる。須恵器は少量であるが,甕 ,杯身,杯蓋 ,高杯が

出土 している。45を除いては,いずれも小片である。この時期の遺物と考えられる斎串を

2点検出している。38は ,比較的厚い板材を素材としている。上端部を圭頭状に加工 して

いるが,上端部及び縁辺部の切 り欠きは認められない。下端部は欠失 している。39は ,薄

い板材を素材としている。上端部を圭頭状に加工 してお り,その直下の縁辺部に上から下

に向って切 り欠きを施 している。また,中央やや上方に,下から上,上から下の二対の切

り欠きを施 している。下端部は,剣先状に加工 しているようであるが,先端部を欠失して

いる。

平安時代末から鎌倉時代を中心とする時期の遺物として土師器 ,黒色土器 ,須恵器が出

土 している。土師器は,杯 ,羽釜を図化 した。杯は55が 円盤状高台をもつものであるが ,

焼成が良くなく,摩滅が著しい。53054・ 56は比較的良好な焼成を受けてお り,器壁内外

面にはナデによる調整痕が残る。60は ,高い器高をもつ黒色土器椀である。底部内面には

一方向の丹念なヘラ磨きを施し,それより上部は井桁状にヘラ磨きを施 している。体部の

外面にも横方向のヘラ磨きが認められる。高台は,直径の比較的大きいもので,端部は角

張って方形状を呈 している。器壁の外面にも,黒色を呈する部分が認められるが,内面の

状態と異なるため,黒色土器A類の範疇で判断しておく。
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端部をわずかに

認められない。

ある。66は京焼

と考えられる。

「 61

S ROI-2出土遺物実測図

げて口縁部を形づくっている。

椀である。63は 口縁部を外方に屈曲さ

S R02 (図版第10,第 13・ 20図 )

今回の調査地の中央部,DoE・ F-4,E・ F-5に かけての範囲で検出している。

幅 2～ 6m,深 さは最大で0.4m程度の規模であり,N-65° ―E前後の主軸方位をもって

いる。総延長約53mを確認 しているが,西方部はD-4で 後世の地下げのため消滅 してお

り,東方部はG-5で 浅 くなって消滅 している。落ち込み状を呈する自然地形とも判断で

きるが,今回は自然河川として報告 しておく。

埋土は,灰色粘質上である。

良好な遺物は出土 していない。

Al.明 灰色 。明黄色粘質土

2.明灰色粘質土

3.灰 色粘土

B l.明灰黄色粘質± 3.灰色砂混り粘土

2.灰色粘質±   4 灰色中砂(小礫含む)

≒こ:=三二≫蟄夢メ̈ 5た
、憂≡郵

「

:~~L75
1`― ‐

第20図  S R02土層実測図

S R03 (図版第10,第 21図 )

今回の調査地の東端部,H・ I-6,G・ H・ I-7に礫層の堆積が認められた。 G一

-28-



7か らI-7にかけての耕作土直下の範囲に,大 きく弧状を呈しながら伸びる礫を,自然

河川跡の北岸と判断した。この北岸に対応する南岸は確認 していないが,北岸の南方約35

mに現在認められる地形から,35m前後の川幅をもった自然河川と考えられる。深さは最

大で lm程度と思われる。

埋土は,上から第 1層 は黄褐色弱粘質土,第 2層は礫層 ,第 3層は明灰色砂層 ,第 4層

は礫層となっている。

河川跡全域の発掘調査を実施したが,遺物は検出していない。最上層に堆積する黄褐色

弱粘質土層はしこの遺跡の大部分の遺構が設けられる層位である。このことから,こ の自

然河川は,当該地において人が生活を開始する以前の自然流路と判断せざるを得ない。

N
― L。 17.0

l 灰・賀褐色砂質土(2-5¨ 帷度の曖多量含む )

2 灰色帖tFI土

3 淡黄・明灰色砂質土

4 灰・茶眸 黄褐色帖質土

5 茶灰色砂質土

6 明灰・黄掲色砂質土(鉄分含む )

7 明灰・賀褐色帖質土

8 黒色帖Ji

9 確(05-5C口 程度の円躍・正円躍 )

10 灰色帖質土(鉄分含む )

H 灰色椰砂

´ ― ‐ ~´ ´ ´~~■
‐

一 L。 17.0

― L.17.0

10 茶灰褐色岨砂

H 茶灰色中砂

´            /
/

第21図  S R03土層実測図

2.掘立柱建物遺構

S B01 (第 22図 )

C-4・ 5に またがって検出した南北棟である。建物主軸はN-31° 一Wを さす。桁行

2間 (8。 10m)× 梁間 2間 (4.82m)の規模で,柱間寸法は桁行方向で約406oll,約 404

cm,梁行方向で約260oll,約 222clnで ある。

検出した柱穴掘形は,平面形がいずれも小規模な円形を意図したものであり,深さは約

N
一 L.17.0

「
 L●
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20clll程度である。

床下の柱穴掘形は,径 20oll程度の小規模なものである。

Z Z

◎ T 一―一―一◎瓦
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ヽ r

0両 P,◎

Ｌ
Ｉ

Ｉ
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Ｆ

Ｉ

Ｉ

ド

一

__◎ 型_

|

1.灰色弱粘質土(鉄分多量含む) 2.明灰色弱粘質土(鉄分少量含む)

第22図  S BOl実測図

Ｈ
◎

|

――L.17.5

0               2

111111  1m。

S B02 (図版第11,第 23図 )

C・ D-5に またがって検出した東西棟である。建物主軸はN-73° 一Eを さす。桁行

4間 (8,28m)× 梁間 1間 (3.98m)の規模で,柱間寸法は桁行方向で約 184釧 ,約 192

m,約 224cln,約 228clllで梁行方向で約 398clnで ある。

検出した柱穴掘形は,不定形で統一性を欠 くが,径約38oll程 度 ,深 さ約26oll程 度であ

り,本来は円形を意図したものと考えられる。

SP9の ピットに柱材と考えられる木が遺存 していた。

S P14の ピットから須恵器小片が出上 しているが,図化できなかった。

S B03 (図版第11,第 24図 )

DeE-5に またがって検出した南北棟である。建物主軸はN-25° 一Wを さす。桁行

4間 (6。 76m)× 梁間 2間 (3。 78m)の規模で,柱間寸法は桁行方向で約 187oll,約 178

m,約 107oll,約204mで梁行方向で約198clll,約 180ollで ある。

検出した柱穴掘形は,いずれも小規模な円形を意図したものであり,深 さは約16clll程度

-30-
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第23図  S B02実測図

:        !      ι            `

」

Ｐ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｈ

Ｆ

轟
―
―
―
―
「

卜
．
Ｉ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

ト

・
８Ｌ

コ
ー
川
「
―
「

|,:l111   1m



である。

建物床下の中央部で検出している柱穴掘形は,径20m程度の小規模なものである。

東西両側の柱筋には,不統一な柱間距離をもって,小規模なピットが認められるため ,

桁行 4間 ,梁間 2間の規模の建物遺構として判断した。

S B04 (図版第12,第 25図 )

E-506に またがって検出した東西棟である。建物主軸はN-49° ―Eを さす。桁行

5間 (10。 3m)× 梁間 1間 (4.02m)の規模で,柱間寸法は桁行方向で約2 14clll,約 200

m,約210011,約 204oll,約 201ollで梁行方向で約402mである。

一 ι

○ 高 島0

0四 P500

⑬円6
,<\

Psr \rl

0“ 5 "③

O円 4 円◎

1.明 灰色弱粘質土(鉄分含む )

2.灰色弱粘質土(鉄分含む )

3.灰色粘質土
4.灰 色粘質土(鉄粒含む )

⑤
哩

ヽ

D

帆5

第25図  S B04実測図
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検出した12基の柱穴掘形は,不定形で統一を欠 くが,比較的大きい円形を意図したもの

であり,深 さは約46cm程度である。

S P42044・ 47049・ 51の ビットから柱材と考えられる木を検出している。 S P49に

は,塊石が包含されてお り,根石と考えられる。

S P52の ピットから土器小片が出土しているが図化できなかった。また,二枚貝の貝殻

片が出上している。

S B05 (図版第13,第 26図 )

H-8の 表上下に堆積する礫層で検出した。建物主軸はN-90° 一Eを さす東西棟であ

る。桁行 4間 (5。 63m)× 梁間 1間 (2.84m)の規模で,柱間寸法は桁行方向で約158cm,

約141cm,約 144cm,約 120ollで 梁行方向で約284clllで ある。

′    !    [     l    [

Q颯ンー9-9~¬ρ

が 8--0--0  :0
1 明灰色弱粘質土

(鉄分少量含む )

Lo17.5
0                2

1il:11   1:=,

1          1     1     11  第26図  S B05実測図

検出した八基の柱穴掘形は,不定形で統一を欠 くが,今回検出している建物遺構に伴 う

柱穴のうちでは比較的大きなものであり,径38m程度の規模である。深さは約29cm程度で

ある。

S P62・ 63の ピットには,柱の根石と考えられる塊石が包含されていた。

3.柵列状遺構

S A01 (図版第13,第 27図 )

D-5で 検出した南北方向の柵列遺構である。N-14° ―E程度の主軸方位をもつ。

9間の規模で復原 したが,柱間寸法は北から42cm,34cln,36clll,29clll,33cln,38cln,
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cln,32clll,34clll程 度と不統一であ

る。

検出した柱穴掘形は,平面形が

いずれも小規模な円形を意図した

ものであり,深 さは約 3m程度で

ある。

良好な遺物は検出できなかった。

/  
子

0■?~Y~35 
「

3鴛卜q―備、。

LJ■ 7

1.明灰色弱粘質土(鉄分少量含む) 0       2
111111   1m

第27図  S AOI実測図

4.溝状遺構

S D01 (図版第14,第28029図 )

B-1・ 2の各調査区にまたがって
,

総延長約 6.lmを検出した。 S R01自 然

河川の埋没後に設けられた溝状遺構であ

ろう。

幅0。 5m,深さは0。 lm程度の規模で ,

断面形が浅いU字形を呈する溝状遺構で

ある。N-30° 一Wの 主軸方位をもって

直線状に穿たれている。

周辺が削平されたと思われ,南北両方

向とも浅 くなって消滅 している。

.灰 白・暗灰飾 電
0    50   (鉄 分少量含む )

|,||||lcm 2.明 灰・黄褐色粘質土層

第28図  S DOl土層実測図

0                  1o

l.I II    l cm

第29図  S DOI出 土遺物実測図

′
ヽ

ぃ
．

67・ 68の上器が出土 している。弥生土器高杯と甕として図化 したが,後世に混入 したも

のと考えられる。

S D02 (図版第14,第30031図 )

CeD・ E-4,E-5の 各調査区にまたがって,総延長

約39.5mを検出した。

幅 0.6m,深 さは0。 24m程度の規模で,断面形が浅いU字

A               A′~~        ~~L.17.7

形を呈する溝状遺構である。N-65° 一Eの 主軸方位をもっ  :
て直線状に穿たれている。西方部は最近の地下げによって削

灰色砂質土(鉄分少量含む )

黄褐色弱粘質土層

0      50

1,I II I lcm

平されたと思われ,C-4東 部分で消滅 している。 第30図  S D02土層実測図

E-5の 中央やや南部寄 りの場所で,S D03の不規則に幅が広がった部分に合流する状
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態で検出しているが,こ の溝状遺構 S D02と S D03は ,ほぼ直交する主軸方位をもって穿

たれてお り,本来この場所で直角に屈曲するように配置された一条の溝状遺構であると判

断したほうが良さそうである。

土師器小皿を図化 した。69は 体部の立ち上が りは緩やか

で,器壁は比較的厚い。日縁端部は丸 くおさめている。体部

外面にナデによる調整痕が認められる。二次的な焼成を受け

てお り,器壁内部まで黒ずんでいる。

S D03 (図版第14,第 32・ 33図 )

E-5。 6の各調査区にまたがって,総延長約23mを

検出した。

幅0。 9m,深さは0。 22m程度の規模で,断面形が浅,い

U字形を呈する溝状遺構である。N-25° 一Wの主軸方

位をもって直線状に穿たれている。

E-5の 中央やや南部寄 りの場所で不規則に幅が広が

り,浅い窪みのような状態を呈する。

くて[][]二IIIIIIIラ′
'69
10

|,1 111  1 cm

第31図  S D02出 土遺物実測図

A' 
r-. t7.r

1.灰色砂質土(鉄分少量含む )

2.黄褐色弱粘質土層

0      50

1,1 1 1 1 1cnl

第32図  S D03土層実測図

E-5の 北部でS K06・ 08に破壊されてお り,そ の前後関係が判断できる。

70～ 73の上器が出土 している。

70は底面が彎曲してお り,安定性に欠けるが,円盤状高台をもつ土師器椀として図化 し

た。摩滅 した小片である。71は断面形が三角形の貼 りつけ高台をもつ,土師器椀である。

粗雑な貼 りつけ方をしている。72は体部外面の上半部と内面の口縁部に煤が付着 した土師

器椀である。断面形が低い三角形を呈する高台を貼 りつけている。外面には貼 りつけ時の

粗雑な指頭痕が残る。摩滅が著しいため,判断できないが黒色土器の可能性もある。73は

粗雑な作 りをした土師器鍋と考えられる。日縁部の内外面に,ナ デによる調整痕が残る。

煤が付着する。

+j=J79

--t--/\-_-____l_v 
71

0                  10

111111    i cm

第33図  S D03出 土遺物実測図
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S D04 (第 34035図 )

F-6・ 7,G・ H・ I-6の各調査区にまたが り,第 3層で総延長約55mを検出した。

幅1.9m,深 さは0。 8m程度の規模で,断面形がU字形を呈する溝状遺構である。HOI

-6では,N-88° 一Eの主軸方位をもつが,H-6で 屈曲してN-65° ―Wの方位をもつ

ようになる。また,G-6で さらに東方向に屈曲するようである。GOH-6で は,SD

05と ほぼ同一の主軸方位をもって穿たれている。

F-6で S D05を破壊 していることから,その前後関係が判断できる。

良好な形の遺物は認められないが,須恵器の杯を 2点を図化 した。75は ,断面形が方形

に近い低い高台を貼 り付けている。体部の立ち上が りは,底部から垂直に近い角度で急激

に立ち上がる。74は摩滅 した小片である。

A' r-. n.c

第34図  S D04土層実測図

S D05 (第 36図 )

F-6・ 7,G・ H・ I-6の各調査区にまたが
A

り,第 4層直下で総延長約62mを検出した。

幅0.8m,深さは0.38m程度の規模で,断面形が

U字形を呈する溝状遺構である。H・ I-6では,  1.

N-88° ―Eの主軸方位をもつが,G-6の 東辺部  3.

で屈曲してN-65° 一Wの主軸方位をもつ ようにな  5.

る。また,F-7で はさらに東方向に屈曲するよう

である。

0                 1

1=11111   1m

灰色弱粘質土・灰色中砂

茶色粘質土(鉄分含む)

灰色細砂(鉄分含む)

暗灰色粘質土

黒色弱粘質土

砂粒(細砂～中砂多量含む )

明灰色弱粘質土

暗灰色粘質土

0                 10

1,illl  l cm

第35図  S D04出土遺物実測図

茶灰色弱粘質土(鉄分含む )

灰色極細砂(0.2～ 0.5cm程度の礫含む )

暗灰色粘質土(2～ 5 Cm程度の円。亜円礫含む)

灰色粘質土(鉄分少量含む )

礫(2～ 5 cm程 度の円。亜円礫 )

0               1

1il l l l l   lm

第36図  S D05土層実測図

G・ H-6で は,S D03と ほぼ同一の主軸方位をもって穿たれている。F-6で S D04

に破壊されていることからその前後関係が判断できる。

良好な遺物は出土していない。
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S D06 (第 37図 )

G-40506の 各調査区にまたがって,総延長約35。 5m

を検出した。

幅 0。 8m,深さは0。 38m程度の規模で,断面形がU字形を

呈する溝状遺構である。G-6で S D04と 合流する状況で検

A         A′
L。 17.2

3コ

ミ:ラ7「:色粘質土

(茶褐色の汚れ含む )

2.暗灰色弱粘質土

(茶褐色の汚れ含む )

3.明灰色粘質土

(茶褐色の汚れ含む )

出している。

G一
｀
5で S Z02に破壊されてお り,

きる。良好な遺物は出上 していない。

0                 1

1:|||||   lm

第38図  S K01実測図

S K02 (図版第15・ 16,第 400

D-5の 中央部で検出した。

0      50

111 1 1 1 1cm

そ の前 後 関 係 が 判 断 で  第37図  S D06土 層実測図

5.土  坑

S K01 (第 38・ 39図 )

D-5の 中央部で検出した。

L字形の不整形な平面形を呈 している。長軸長約 164.Oclll,短 軸長約 146.Ocllの 規模

で,深 さは約20clnを検出した。主軸方位はN-89° 一Eである。

76の上器が出土 している。上師質を呈する素焼きの上器であり,鍋であろう。日縁部直

下に 1.7× 1.5m程度の穿孔がある。内面にはナデによる調整痕が認められる。外面は粗

雑に調整されている。二次焼成を受けてお り,煤が附着する。

A 1.灰色弱粘質土 A' r-. t7.6

0                 10

1.||||  l cm

第39図  S KOI出 土遺物実測図

41Dコ )
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長径約 280.O cln,短 径約

216.Oclllの 規模ではぼ円形を

呈 している。深さは約20mを

検出 した。主軸方位はN一

84° ―Wである。

土坑内部には,大量の塊石

が含まれている。

77～ 102の 土器・金属製品

が出上している。

77は土師器小皿である。内

外面にナデによる調整痕が残

る。78は土師質を呈する素焼

きの土器であり,鍋であろう。

0                 1

1111111   1m

第40図  S K02実測図

A A′~L.17.6

外面には,二次焼成を受けた煤が附着する。86は 口縁内部に粘土を貼 り付け,1.7× 1.4cm

程度の円孔を設けている。内面にはナデによる調整痕が認められる。外面は粗雑に調整さ

れている。80081は瓦質を呈する土器で,羽釜と思われる。鍔の上方の体部に粘上を貼 り

付け,吊 り手を装着する円孔を形づ くっている。80の鍔はやや下向きに,81の鍔は横方向

になるよう貼 り付けられている。内外両面ともナデによる調整が施されているが,内面の

方が丁寧である。いずれも二次焼成を受けている。招 り鉢は82～ 85の 4点を図化 した。82

083は l clll程度の間隔をもって,一単位10条のおろし目を施 している。84は一単位11条の

おろし目を密に施 している。85は小型品である。一単位12条のおろし目を lm程度の間隔

をもって施している。87～ 90は京焼風陶器の椀である。91は唐津刷毛 目椀である。92093

は肥前系の染付椀 ,96は肥前系の染付皿である。94・ 95は肥前陶胎染付である。94は 内面

に不均一さが認められ,壷の類が考えられる。95は香炉であろう。97は瀬戸・美濃系のも

のであろうが,器種は判断できない。98は ,産地が判断できないが,透明釉を施 した磁器

椀である。見込み部分の釉を環状に剥ぎ取ってお り,その部分に砂 目が付着する。99・

100・ 101は赤褐色を呈する陶器であるが,産地は明らかではない。

102は柄鏡である。直径8。 4m。 鏡背面は,細 く低い平縁をもつ。重圏を巡らし,内区に

は四葉の大きな連弁葉の中に,花菱を形取った「丸に木瓜」の紋を鋳出す。「藤原義勝」の

銘がある。幅1,4ollの 柄部は欠失 している。

-38-



｀
竃≡∃≡≡ラ

″
77

ヽ
、ト

「
〆
ｔ
ク

σ
．

〆

ゝ

(li:~~~~~―

一 ― ―
―

第41図  S K02出 土遺物実測図
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S K03 (図版第16,第 42・ 43図 )

E-4の南西部で検出した。

長径約 244.Oclll,短径約 182.Oclllの 規模で,ほぼ円形を呈している。断面形は緩やかな

U字形を呈し,深 さは約50clllを検出した。主軸方位はN-57° 一Eである。

1.灰色弱粘質土

2.灰色弱粘質土(鉄分多量含む)

3.灰色弱粘質土(鉄分含む )

4.灰 色弱粘質土

5.明黄灰色粘質土

6 灰色粘質土

A′   7.明 灰色 。明黄色弱粘質土層

A A′

―
L.i7.8

7

第42図  S K03実測図

0                 1

1,11111    1m

103。 104の肥前系染付が出土している。103は折縁の皿 ,104は椀である。

0                 10

1 11  1 cm

第43図  S K03出 土遺物実測図

S K04 (図版第17,第 44図 )

E-5の 南西部で検出した。障害物があったため,西半分は確認できなかったが,直径

約158.OcIIlの 規模で,ほぼ円形を呈 していると考えられる。深さは約58ollを検出した。

S K05を 壊 して設けられてお り,その前後関係が判断できる。

S K05 (図版第17,第 44・ 45図 )

E-5の 南西部で検出した。障害物があったため,西半分は確認できなかったが,直径

約182.Oclllの 規模で,ほぼ円形を呈 していると考えられる。深さは約49mを検出した。

-40-



S K04にを壊された状態で検出しており,その前後関係が判断できる。

105～ 108の土器が出土している。105・ 106は土師質を呈する素焼きの大甕である。

」

ml

ml

0               1

1,11111   1m

第44図  S K04・ 5実測図
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0               20

111111  1 cm

0                 10

1.::|  l cm

第45図  S K05出 土遺物実測図
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105は 口縁端部を肥厚させながら丸 く作ってお り,106は平坦に仕上げている。107の 招

り鉢は,単位は判断できないが,密におろし目を施 している。日縁部外面に 2条の凹線を

巡らす。108は肥前系染付椀である。

S K06 (図版第18,第 46・ 47図 )

E-5の 北部で検出した。

長径約113.Oclnの規模ではぼ円形を呈 している。深さは約56ollを検出した。

土坑内部には,掘形に接するように,底部を打ち欠いた土師器質を呈する素焼き土器甕

の下半部がおさめられている。また,甕の内部には,投棄された状態で,塊石が詰まって

0                  10

1.||!||  l cm

第46図  S K06出 土遺物実測図
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いる。この土坑には,井戸の可能性も残る。

この土坑は,S D03を壊 して設けられており,そ の前

後関係が判断できる。

109～ 111の土器が出土 している。 109。 110は土師質を

呈する素焼きの上器甕である。110は ,土坑掘形に接す

るように埋納されていた土器である。109。 110は別個体

と考えられ ,接合できない。Hlは ,鉢状の陶器と考えら

れるが,産地は明らかにできない。

S K07 (図版第18,第 48～ 51図 )

E-5の 北部で検出した。

長径約294.Oclll,短 径約152.Oclllの 規模で隅

丸の長方形を呈 している。深さは浅 く,約 26

cmを検出した。主軸方位はN-64° 一Eであ

る。                          
｀`

r`

土坑内部には,多量の塊石 。礫が認められ

る。112～ 127の土器と128～ 142の屋瓦が出土

している。114は土師質を呈する素焼 き土器

甕の口縁部である。外面に煤が附着する。

112・ 113の招 り鉢は,いずれも10条一単位の

おろし目をもつ。115は京焼風陶器椀である。

116・ 117は肥前陶胎染付である。1180119・

12001210122・ 123・ 124は肥前系染付であ

る。124は瓶であろう。122は皿で高台裏側に

「福」の銘がある。見込み部分に五弁花をあ

らわす。120は皿である。123は輪花状の口縁

部をもつ皿である。118は椀である。119は型

紙招の文様をあしらった椀である。 125は染

A 4.. rz.r

0            50

1 1 1 1 1 1cm

第47図  S K06実測図

0                 1

1211111   1m.

第48図  S K07実測図

A′

― L。 17.7

付椀であるが,産地は明らかでない。126は産地が明らかにできないが,見込み部分の釉を

環状に剥ぎ取った磁器椀である。127は産地は明らかにできないが,見込み部分に亀甲文

で囲った印刷文様をもつ。
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第49図  S K07出 土遺物実測図  (1)

屋瓦は15点を図化 した。

128は ,三 ツ巴文をもつ軒丸瓦の瓦当面として復原 した。右巻きの巴文は,比較的長い尾

をもつ。周縁は浅 くて太い。16個の珠文が復原できる。全体が磨耗 してお り,調整痕は判

断できない。

129は軒平瓦である。瓦当面の中央飾から両方に唐草文が展開するようである。周縁は

深 くて細い。平瓦部の凹面には,ヘ ラ状工具による横方向の調整痕が,凸面は粗雑なナデ

による調整痕が認められる。

130～ 134は平瓦である。133は 18clll× 20oll程度の破片である。凹面には,ヘ ラ状工具によ

る横方向の調整痕が,凸面には,粗雑なナデによる調整痕が認められる。

ヽ ゝ
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第50図  S K07出 土遺物実測図  (2)

135～ 142は奨斗瓦の範疇で判断した。平面形が台形状に作られた小型品である。ほぼ同

程度の大きさであり,137は前面にあたる広端幅9。 6oll,奥行き1lm程度の規模である。凸

面にはヘラによる調整痕が,凹面には粗雑なナデによる調整痕が認められる。形状から判

断して,輪違いに分類される瓦であろう。

S K07か ら出土 したこれらの遺物は,郡家大林上遺跡の中でも最も新 しい時期の遺物で

あろう。
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第51図  S K07出 土遺物実測図
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S K08 (図版第19,第 52・ 53図 )

E-5の 北部で検出した。

長径約 138.Ooll,短径約 132.Oollの規模ではぼ円形を呈している。深さは約42clnを検出

した。主軸方位はN-44° 一Wである。

土坑内部には,人頭大の円礫に混 じって
, 直径95cln前後の規模が復原できる曲物片が遺

存していた。この上坑には,井戸の可能性

がある。

この上坑は,S D03を壊して設けられて

い る。

143の銭貨が出土している。「寛永通賓」

である。

明灰色弱粘質(細砂質 )土

(鉄分含む )

黄褐色粘質土

0                    3

1  1  1  1 cm.

第53図  S K08出 土銭貨拓影

E・ F-5に またがって検出した。南に障害物があったため,南半分の調査が実施でき

|,11111   1m.

第52図  S K08実測図

S K09 (図版第20,第 54・ 55図 )

なかったが,東西約 186.O clllの規模で隅

丸の長方形を呈 している。深さは約31cln

を検出している。

上坑内部には,多量の塊石・礫が認め

られ ,144～ 159の上器が出土 している。

144。 145。 146。 147は ,土師質を呈する

素焼きの上器片である。 144。 145。 146は ,

二次的な焼成を受けている。 144。 145は ,

甕あるいは鍋の回縁部と思われ ,145は

由縁端部を肥厚させて玉縁状に作ってい

る。146は わずかに口縁端部を肥厚させ

0                 1

111111   1m

第54図  S K09実測図

A A′

一― Loi7.7
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第55図  S K09出 土遺物実測図
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ている。147は灰乳色を呈する大型の甕の口縁部であろう。口縁部内面を肥厚させている。

149は須恵質を呈する壺の胴部下半である。体部外面の一部に格子状の叩き目が認められ

るが,基本的には磨 り消している。内面には粗雑な格子状の叩き目が残る。150は招 り鉢で

ある。日縁部に 2条の凹線文を施す。148は瓦質の上器である。羽釜に分類されるもので ,

やや上方に向く鍔が貼 り附けられている。外面には指による調整痕 ,内面には粗い刷毛状

工具による調整痕が残っている。151・ 152は京焼風陶器椀である。153は唐津灰釉椀 ,154は

見込み部分に砂 目が付着 した唐津刷毛 目椀である。155は肥前系染付皿である。156は底部

外面に鉄釉が付着 した青磁香炉である。

157・ 158。 159の陶器は産地が明らかにできない。

S K10 (図版第21,第56・ 57図 )

E-6の 南東部で,S B04と 重複 して検出した。長径約162.Oclll,短径約83.Oollの 規模で

隅丸の長方形を呈 している。深さは約12ollを 検出した。主軸方位はN-41° 一Eである。

土坑内部には,多量の塊石・礫が認められ,160～ 162の屋瓦・土器が出土 している。

161は褐色釉を施した唐津系の皿であろう。波状を呈する輪花状の口縁部をもつ。底部

内面,見込み部分の釉を環状に剥ぎ取っている。体部下半と高台部には,施釉は認められ

ない。

162は瀬戸 0美濃系の椀であろう。体部下半と高台部分に鉄釉 ,体部内外面に黄色釉を

施 した掛分椀である。

平瓦が 1点出土している。160の 凹面にはヘラ状工具による横方向の調整痕 ,凸面には

粗雑な調整痕が残る。

~~く
憂奎≡フ~~L° 17.7

0      50

1.||||lcm

第56図  SK10実 測図

lili l  l cm

第57図  S K10出 土遺物実測図
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SK‖  (第 58図 )

G-5の ほぼ中央部で検出し

ている。

長径約 122.Oclnの規模で,ほ

ぼ円形を呈 している。深さは約

135clllを 検出した。

この遺構は,遺構面のさらに

下層に堆積する礫層を掘 り抜い

て穿たれ,ま た土坑底が東方向

に向って浸食する形状で検出し

てお り,井戸遺構の可能性があ

る。

遺物は確認できなかった。

SK12 (図版第21,第60図 )

第58図  SK‖ 実測図

A′

.灰色弱粘質土(大 。中礫多量含む )

.灰色粘土又は粘質土(小礫含む )

灰色細砂

0                 1

1.11111    1m

“
′
Ｊ
月
「
Ａ

．

A

H-708に またがって検出した。 S B05の 南方約 2mに近接 して位置する。

長径約216.Om,短径約68。 Ocmの 規模で,隅丸の長方形を呈 している。深さは約18cllを 検

出した。主軸方位はN-36° 一Wである。

良好な遺物は出土していない。

SK13 (図版第22,第59図 )

I-7の北西部で検出した。 S R03の 北岸上

に堆積する土層から穿たれている。

LJ■ 5

2 1.暗灰色弱粘質土
0    50  2.黄 褐色弱粘質土層

|.||||lcm  (亜 円礫含む )

第59図  S K13実測図

-50-

第60図  SK12実 測図



長径約 104.Ocm,短径約64.Ocmの規模で隅丸の長方形を呈している。深さは約10cmを検

出した。主軸方位はN-17° 一Wである。

良好な遺物は出上 していない。

6.その他の遺構

S Z01 (図版第22)

E・ F-3・ 4,F-5に またがって,東西35m,南北25mの範囲に多数の小規模な溝

状遺構やピット状を呈する小さな落ち込みを検出している。主軸方位に多少のばらつきは

認められるが,東西方向に穿つことを意図しているようである。

検出した形状や北東方約35mで検出しているS Z03か ら畝状遺構に伴 う素堀 り溝の残存

部分と考えられる。

各溝間の間隔は50m程度であり,溝幅は20clll,深 さ5m程度である。

良好な遺物は認められない。

S Z02 (図版第23)

H・ I-6の第 4層直下で検出している。東西1lm,南北10mの範囲に,最大13条の小

規模な溝状遺構が東西方向に穿たれていた。各溝間の間隔は40釧程度であ り,溝幅は30

cm,深さ 8 cln程度である。

検出した形状から畝状遺構に伴 う素堀 り溝の残存部分と考えられる。遺物は検出できな

かった。

S Z03 (図版第23,第61図 )

GoH-5に またがって,延長15mを検出した。幅120oll,高 さ15m程度の規模をもち ,

N-24° 一Wの主軸方位をもって直線状に伸びる高ま りである。堆積状況は ,断面形が

蒲鉾状を呈し,良 く締
A

まっている。
4.. ra.z

この遺構について

は,畝状遺構や通路と

しての機能の可能性が

ある。

良好な遺物は認めら

れない。

0                 1

1.11111   1m

l 暗灰褐・明灰褐色弱粘質土(耕作土)5.灰 色粘土

2.黄茶色粘質土(床土)       6 白灰色弱粘質土

3.暗灰色弱粘質±         7.灰 黄色弱粘質土

4.灰 色弱粘質±          8.灰 黄色粘質土(礫含む )

第61図  S Z03土層実測図
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7。 その他の遺物

今回の調査では,遺構から遊離 した状態で旧石器が出上している。また,それ以外の石

器も少数の遺構から出土したものを除いては,包含層から出土 している。遺構から出上 し

た石器も,二次的に混入した遺物と判断した方が良さそ うである。

また,近世を中心とした時期の石臼・砥石などの石製品が数点出土している。以下 ,一

括 して説明する。

旧石器  (図版第43,第62図 )

旧石器と考えられるものを 3点図化 した。いずれもサヌカイ トを素材としてお り,器面

の風化は著 しい。 163は比較的大型のナイフ型石器の基部として図化 した。 164は翼状剥

片 , 165は石核である。これら3点は, Ⅱ・Ⅲ区でいずれも遺構から遊離 した状態で検出

している。

その他の石器  (図版第43～ 46,第62063図 )

166・ 167は楔形石器 ,168は楔型石器の素材として図化 した。いずれもサヌカイ トを素材

としている。 3点 ともⅣ区の 2・ 3層から出土 している。169～ 171は打製石斧 ,172～

176は 削器として図化 した。いずれもサヌカイ トを素材としている。170。 172・ 176な どは風

化が著 しい。 185は扶 りが不明瞭であるが,サ ヌカイ トを素材とした石器であり,石庖丁

として図化 した。一部に礫面を残す。 S R01か ら出土 している。石鏃を 8点 図化 した。

177～ 183は 7点が凹基式のものであり,平基式の石鏃は 184の 1点のみである。 177・ 178。

180～ 184は サヌカイ トを素材とし,179は黒曜石を素材としている。184は P54か ら出上 し

ている。

石製品  (図版第47・ 48,第64～ 66図 )

砥石は 6点を図化 した。 186は S K09か ら出土 した。砂岩を素材 としている。両端部

は,折れて欠失 しているが,4面ともに研磨 した面がある。187は S K07か ら出上 した。砂

岩を素材としている。一方の端部は,折れて欠失しているが,4面 ともに研磨 した面があ

る。188は流紋岩を素材としている。両端部は,折れて欠失しているが,4面 ともに研磨 し

た面がある。189は流紋岩を素材としている。いずれの面ともに研磨 した面があり,細かい

条痕が残る。190は流紋岩を素材としている。一方の端部を除き,研磨 した面がある。191

安山岩を素材としている。両端部は,折れて欠失 している。片側の側面を除き,研磨 した

面がある。
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第63図  石器実測図  (2)
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第66図  石製品実測図  (3)
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石日は 3点を図化した。いずれも礫岩を素材とした挽き臼である。 192は上臼である。

上面の周縁には,一段高く凸帯を巡らしている。直径 4 clll程度の貫通する供給口を下方か

ら上方に向って穿っている。挽き手を装着するため,径約 2 clnの 窪みを側縁部の中央やや

上方に設けている。下面には,かすかにへこみが見られ,中心部に軸芯受けの窪みが掘 り

込まれている。溝は判読できない。193は 1/4程度を残す。上自として図化した。上面は,

平坦である。下面には,かすかに溝が認められるが,刻み方の法則性は認められず,不規

則なものである。194は 1/4程度を残す。上臼,下日の判断ができない。溝は判読できない。
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第 4章  自然科学分析

本章では,外部機関に委託 して実施した郡家大林上遺跡出上の火山灰と花粉の分析 ,

種同定およびC-14に よる年代測定の結果報告を掲載する。

試料の採取地点は,下図に示す。

A:C-14・ 花粉試料採取地′点

B:火 山灰試料採取地`点

C:樹種同定試料採取地′点

―
L.17.6

樹

黄灰色粘質土

暗茶黄灰色砂質土

灰色細砂(小礫含む)

(M骨僕2轟粉幌 多く含む )

2 cm程度の亜鉛礫層
(Mは灰色粘質土 )

灰色細砂(植物根を含む)

淵
¨ 鰤 砕 詢

灰白色粘質土

灰色粘土(黒色粘土のバンドを6本含む )

茶色粘土(小礫含む )

植物遺体多し

2～ 5cm程 度の亜鉛礫層
(Mは灰色中砂 )

黒茶色粘土

紫灰色弱粘質土

明灰色極細砂(Fe203多 い)

灰色小礫(0.5-lCm,3cm程 度の

礫少量含む )

明灰色砂(極細～中砂 )

黒色粘質土～暗灰色粘質土

青灰色砂(極細砂,1-10Cm程 度
の円礫・亜円礫含む)

火山灰試料採取地点土層図      (お )

第67図  試料採取地点
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郡家大林上遺跡のテフラ層

1.は じめに

香川県丸亀平野は,土器川によって形成された沖積地である。丸亀平野中央部に位置す

る郡家大林上遺跡において,地質断面からテフラ試料を採取した。ここでは,こ の試料の

記載を中心に報告する。

2,試  料

採取した試料は表に示す。

第 3表 採取試料表

試料番号  地点

ml   Ⅲ区たちわ りNQ 2

m2   Ⅳ区試掘 トレンチm2
ガラス質火山灰試料

ガラス質火山灰試料

3.分 析 法

試料は,湿 ったまま約20gを稀量 したのち水を加え,超音波装置を用いて分散をはか

り,分析飾 (♯250)で受けながら泥分を除去 した。乾燥後 ,分析飾 (♯60,♯ 250)を 用いて

>1/411ullお よび1/4～ 1/16111111の 粒径に飾別 0絆量し,粒径組成を算出した。なお,分析に用

いた試料の乾燥重量は,別に同一試料約 5～ 10gを稀量ビンにとり,絆量後乾燥器で105

℃,5時間放置して得られた乾燥重量から算出した。鉱物粒子の観察は,1/4～ 1/16111111の 粒

径砂をスライドグラスに封入し偏光顕微鏡下で行った。 1試料ごとに火山ガラス・軽鉱物

。重鉱物の合計300粒以上,ま た風化物その他の粒子を含めた合計が500粒以上になるよう

計数した。火山ガラスの形態分類は遠藤・鈴木
(aの

方法に,ま た屈折率の測定は新井
°の方

法にしたがった。

4.分析結果

偏光顕微鏡下での計数結果を第 4表に示す。これをもとに粒径組成,火山ガラス・軽鉱

物 。重鉱物組成,形態別の火山ガラス含有量を第68図 に示す。なお,火山ガラス含有率

は,試料単位重量当りの1/4～ 1/16111111の 粒径の火山ガラスの割合で表示した(1ヽ 屈折率の測

定結果を次表に示す。
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第 4表 屈折率測定値

試料番号

NQ l

NQ 2

NQ 3

NQ 4

NQ 5

NQ 6

火山ガラスの特徴

バブルウォール型》軽石型

バブルウォール型》軽石型

バブルウォール型》軽石型

バブルウォール型》軽石型

バブルウォール型》軽石型

バブルウォール型》軽石型

屈折率 (モ ー ド)

1.497～ 1.501(1,499～ 1.500)

1。 498～ 1.501(1.499～ 1.500)

1.499～ 1.501(1.500)

1.499～ 1.501(1.500)

1。 498～ 1.501(1。 499～ 1.500)

1.497ハVl.501(1.499-1.500)

対比

AT

AT

AT

AT

AT

AT

5.郡家大林上遺跡のテフラ試料

NQ lの 試料は,Ⅲ 区たちわ りNQ 2の 断面において採取 した。約 lmの厚さをもつ砂層の

最上部に約10mの灰色ガラス質火山灰が堆積 し,その上位は有機質粘土がおおう。さらに

上位には中礫～大礫からなる礫層が50oll以上の厚さで堆積している。テフラは,1/16皿以

上の砂は全体の30%を 占める。火山ガラス・軽鉱物・重鉱物組成において90%の無色ガラ

スから構成され,その形態はバブルウォール型であるA・ A′ 型が多くを占めCOD・ E

・F型などの軽鉱物型火山ガラスはわずかである。ガラス以外の鉱物としては,斜長石・

石英・角閃石などが検出された。火山ガラスの屈折率は1.497～ 1.501(1.499～ 1.500)の

値を示す。以上の諸特性から,本テフラは姶良Tn火山灰 (AT;町田 。新井
°)に対比さ

れる。

NQ 2の 試料は,Ⅳ 区試掘 トレンチm2の断面において採取された1lollの 厚さをもつ灰白

色砂粒ガラス質テフラである。テフラの層位は,Mlと 同様に厚さ105ollの よくしまった

塊状の細～中粒砂層の上位に堆積し,灰色粘土におおわれる。試料全体の45%を 1/16Elllll以

上の粒径粒子が占める。テフラは,90%を こえる無色火山ガラスからなり,その形態はバ

ブルウォール型>軽石型である。ガラス以外の鉱物は斜長石 0石英 0斜方輝石・単斜輝石

が検出された。火山ガラスの屈折率は,1.498～ 1.501(1.449～ 1.500)で ある。Mlと 同

様にATに対比される。         (財 団法人 山梨文化財研究所 河西 学)

注)1 形態x型の火山ガラスの合有率Axは ,

Ax(%)=(C/B)× (Ex/D)× 100

で算出される。ただし,

B :試料の乾燥重量 (g)

C :1/4～ 1/16111111粒 径砂分の重量 (g)
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D :計数した1/4～ 1/16111111粒 径粒子の総数

Ex:径 数 した文型火山ガラスの粒数

遠藤邦彦・鈴木正章  「武蔵野ローム層の層序と火山ガラス濃集層」『考古学と自然科学

13』  19-30(1980)

新井房夫  「斜方輝石・角閃石の屈折率によるテフラの同定 ―テフロクロノロジーの

基礎研究 ―」『第四紀研究H』 254-260(1972)

町田 洋 。新井房雄  「広域に分布する火山灰 ―姶良Tn火 山灰の発見 とその意義」

『科学46』 339-347 (1976)

国
動

国
鋤

粒 径 組
｀
成

0  10  20  30  40  50  60

火山ガラス含有量

A       A′

0        10%

90 100  0   10  20  30  40  50  60  70  80  90  100

第68図  テフラ層分析結果

０８０　［］̈

火山ガラス。軽鉱物・重鉱物組成

%mm以 上 % -Xcnn 火山ガラス
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郡家大林上遺跡採取試料の花粉分析

1.は じめに

郡家大林上遺跡 (香川県丸亀市郡家町所在)が位置する丸亀平野の地形・地質の概略は

以下のとお りである。丸亀平野は,瀬戸内海の海岸線に沿った幅1.5～ 2.5h程度で帯状に

沖積平野が形成され,それより南部が段丘や扇状地的な地形となる。これらの段丘や扇状

地的な地形を縫って弘田川 0金倉川 。土器川 0大東川などの各河川の旧河道が網 目状に広

がるとされている
(1ヽ

今回の分析調査地点は,土器川扇状地の旧中洲1と 考えられる礫層に存在する凹地 (現時

点では遺構かどうか不明なため,凹地という用語をもちいる)である。この凹地には,木

質泥炭層が堆積 してお り,堆積物の上部にはTn火山灰が認められるとされている。

今回,財団法人 香川県埋蔵文化財調査センターにより,ATよ り下位の堆積物中に含

まれる花粉化石群集を明らかにし,古植生復原に関する分析調査の委託が当社にあった。

2.試  料

試料は,ATよ り下位に堆積 した木質泥炭層とされる層準より採取 した。当社において

観察 したところ,試料は腐植を含めた黒褐色砂質シル トで非常に丸い中礫が入る。分析試

料は,試料採取後に大気中に保管されていたため非常に乾燥 し,現生花粉が付着する可能

性があるとされていたが,堆積物の表面を削って現生花粉が混入していない場所を選択 し

た。

3.分析方法

花粉・胞子化石は,湿重約10gの試料についてKOH処理 ,重液分離 (ZnBr2:比重2.2)

HF処理 ,ア セ トリシス処理の順に物理 0科学的な処理を施して,試料から分離 0濃集す

る。処理後の残澄をグリセリンで封入してプレパラー トを作製 した後 ,光学顕微鏡下でプ

レパラー ト全面を走査 しながら,出現する全ての種類 (Taxa)について同定 0計数を行

う。

結果は同定・計数結果の一覧表と花粉化石群集の分布図として表示する。図中の出現率

は,木本花粉が木本花粉総数を,草本花粉 0胞子が総数より不明花粉を除いた数を,それ

ぞれ基数として百分率で算出している。図表中で複数の種類をハイフォン (―)で結んだ

ものは,種類間の区別が困難なものである。
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4.花粉化石の産状

結果は,第 5表 ,第69図～第71図 に示す。花粉化石は保存状態が悪 く,外膜が溶けて薄

くなっていた り,ま た壊れていた りする。木本花粉では,カ バノキ属・ハンノキ属が多産

し,ツ ガ属・ トウヒ属 0マ ツ属単維管東亜属・クマシデ属―アサダ属・コナラ属 コナラ亜

属などを伴 う。草木花粉では,イ ネ科 0カ ヤツリグサ科が多産 し,ヨ モギ科 。他のキク亜

科を伴 う。この他,水生植物のサジオモダカ属・オモダカ属 ◆ミズアオイ属などが検出さ

れる。

5.古植生の検討

試料が採取された層位は,土器川扇状地の礫地にみられる凹地の堆積層であり,上流域

の堆積物を削 りながら堆積 したと予想される。それ故に,今回の花粉化石群集は,上流域

より搬入された花粉化石も含まれると考えられるため,比較的広範囲の植生を反映 してい

ると推定される。このことを考慮 して以下考察をすすめる。

調査地点の周辺は,カ バノキ属 0ハ ンノキ属が多産 し,ツ ガ属・ トウヒ属 。マツ属単維

管束亜属・クマシダ属―アサダ属 0コ ナラ属コナラ亜属を伴 うことから,こ れらの種類か

ら構成される森林が存在 していたと推定される。この中で,ハ ンノキ属は湿地に生育する

仲間を含むことから,当時も河川周辺の湿った場所に生育していた可能性がある。周辺の

低地には,イ ネ科・カヤツリグサ科を中心に,ヨ モギ属を含めたキク亜科の草本類が生育

していたと推定される。また,水生植物のサジオモダカ属・オモダカ属・ ミズアオイ属が

検出されることから,調査地点の周辺には,これらの植物が生育する水湿地が存在 してい

たと推定される。

これまでの調査例によると,最終氷期最盛期以前の時期には,4万年前後のInterstadhl

flora(亜氷期植物相)が優勢な時期が存在 したと推定されている
°
。

四国の瀬戸内海沿岸部においては,高松市多肥上町・高松市松縄町・丸亀市郡家町の

ボーリング・コアで花粉分析により植生史の検討がなされている
②
。この中で高松市松縄

町におけるボーリング 0コ アでは,23,990± 2,060y.B.P。 の放射性炭素年代測定値が得 ら

れた深度49.6～52.4mの 試料で トネリコ属とスギ属が多産する群集が得られてお り,こ れ

が最終氷期最盛期以前の温暖期に相当する可能性があるとされている。今回の花粉化石群

集は,冷温帯に分布すの中心があるカバノキ属が多産 し,亜寒帯林に分布の中心がある ト

ウヒ属・マツ属単維管東亜属などが低率である。このことから,こ こでの花粉化石群集

は,最終氷期最盛期以前の温暖期を示 しているのかもしれない。 しかしながら,時間的な
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変遷が明らかにされていないこと,香川県内で最終氷期前後の調査例が少ないことから,

今回の分析結果のみでは詳細な検討は不可能である。

今回の分析調査ではATよ り下位における花粉化石群集が明らかになった意義は大きい。

注)1 長谷川修一・斎藤 実

(パ リノ・サーヴェイ株式会社 )

「讃岐平野の生い立ち 一 第一瀬戸内累層群遺構を中心に一」

『アーバンクボタ28』  52-59(1989)

2 古 市 光信  「香川県高松 。丸亀平野ボーリング・コアの花粉分析 (予報)一 特に三豊

層の再確認とその地質時代について―」『香川県自然科学館研究報告 2』 25

-32  (1980)

3 鈴 木 敬 治  「最終氷期の植物相と植生」『月刊地球 5』 (1983)
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第 5表 花粉分析結果
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50μ ロ

14-6)

1.ト ウヒ属

3.マ ツ属

5ハ ンノキ属

2.ツ ガ属

4,コ ナラ属コナラ亜属

6.カ バノキ属

第70図  花粉化石  (1)
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第71図 花粉化石  (2)
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郡家大林上遺跡出土木製品の樹種

l.は じめに

香川県では,こ れまで下川津遺跡などで出土した木製品について樹種同定が行われてき

た。また,林・坊城遺跡では,自 然木の樹種同定や花粉分析などによる古植生の検討が行

われている。その結果 ,県内における過去の用材選択の実態や古植生が明らかにな りつつ

ある。

樹種同定の結果をみると,柱材や井戸材などの建築材には,時代を問わずマツ属複維東

亜属 (二葉松類),モ ミ属,コ ウヤマキなどの針葉樹が多 く用いられ,広葉樹材ではサクラ

属 ,コ ナラ属コナラ節などがわずかに同定されているのみである。また,板状の加工を行

う木製品にも針葉樹が多 く,ス ギ,モ ミ属 ,ヒ ノキ属などが同定されている。林・坊城遺

跡では,板材に多数の広葉樹材が同定されているが ,全てコナラ属 コナラ亜属の樹皮で

あった。コナラ亜属の樹皮をどのような用途の板材 として利用 したのかは定かではない

が,他地域でこれまでに当社が行った調査の中にも同様の例がい くつかみられることか

ら,過去になんらかの板材として広 く利用されていたことが推定される。

全体を通してみると,用途によって使用される樹種に違いがあり,そ の傾向は時代や遺

跡の立地に関わらず共通 している。このことから,用途に応 じた「適材適所の木材選択」

が行われていたことが推定される。

今回の調査では,丸亀市郡家大林上遺跡から出土 した板材について樹種同定を行い,過

去の用材選択に関する検討と資料蓄財を行 う。

2.試  料

試料は近世 (18世紀後半)と推定される掘立柱建物 (S B04)の柱穴に遺存 していた柱

材である。

3.方  法

剃刀の刃を用いて,試料の木口 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面)の 3

断面の徒手切片を作製 し,ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リ

セリン,蒸留水の混合液)で封入し,プ レパラー トを作製 した。作製 したプレパラー ト

は,生物顕微鏡で観察 。同定 した。

4.結  果

同定の結果,試料はカヤに同定された。樹種の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性
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質を以下に記す。なお,学名・和名は,主 として「原色日本植物図鑑 本編 くⅡ〉」にした

がい,一般的な性質については「木の事典 第 2巻 ,第 7巻」も参考にした。

・ヵャ (rorraya π
“
εゴルra Sル♭.θι Z“εε.)  イチイ科

試料名 S B04出 土 柱材

早材部から晩材部への移行はやや急で,晩材部の幅は薄 く,年輪界は明瞭。樹脂細胞 ,

樹脂道はない。放射仮道管はなく,放射柔細胞に壁は滑らか,分野壁孔は トウヒ型～ヒノ

キ型で 1～ 4個。放射組織は単列, 1～ 10細胞高。仮道管内壁には対をなしたらせん肥厚

が認められる。

カヤは,本州 (岩手県・山形県以南)。 四国 。九州の常緑広葉樹林中に点生する常緑高

木で,樹高25～ 30mに もなるが生長は極めて遅い。庭木として植栽されることも多 く,い

くつかの変・品種がある。その材は針葉樹としては重い方で,強度は中程度,割裂性は大

きく,加工は容易,保存性特に耐水性に優れる。建築 。各種桶類 。木地・器具 。家具材な

ど各種の用途が知られる。種子は食用となるほか,搾油 (食用・燈用 。頭髪用)さ れた り

駆虫薬としても使われた。

5.まとめ

香川県内から出上した柱材の樹種同定では,時期を問わずマツ属複維管亜属が多い。ま

た,そのほかの樹種もコウヤマキなどの針葉樹材が多く,針葉樹材が広 く柱材などの建築

材に利用されていたことを示唆する。今回の結果は針葉樹という点からみれば,これまで

得られている結果と調和的である。 しかし,県内のほかの樹種同定結果では,広葉樹材も

いくつか認められる。このような樹種の違いは,構築された時期や建物の使用 目的の違

い,使用者の違いなどにも影響されたと考えられるが,現時点では不明である。

□■■     200“ ● : 3

- 200μ
● i b c

第72図  顕微鏡写真
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注 1 北 村 四郎・村 田 源  『原色日本植物図鑑 木本編 〈Ⅱ〉』(1979)

2 平 井 信二  『木の事典』(1979～ 1989)

3 伊 東 隆夫・島 地  謙  「古代における建築物柱材の使用樹種」『木材研究 。資料』

NQ14 49-76(1979)

西 岡 常一・小 原 二 郎  『法隆寺を支えた木』(1978)

4 伊 東 隆夫  「日本の遺跡から出土した木材の樹種とその用途 Ⅱ」『木材研究・資料』

NQ26 91-189(1990)

5 島 地  謙 。伊 東 隆夫編『日本の遺跡出土木製品総覧』(1988)

(パ リノ・サーヴェイ株式会社)

C-14年代測定

試   料 ;郡家大林上遺跡   Ⅲ区E-5出 土泥炭

C-14年代 ;30500± 1040yBoP。 (29600± 1010yBoP。 )

年代は
14cの

半減期5730年 (カ ッコ内はLibbyの値5568年)に もとづいて計算され ,西暦1

950年 よりさかのぼる年数 (yearsB.P。 )と して示されています。付記された年代誤差は ,

放射線計数の統計誤差と,計数管のガス封入圧力および温度の読取の誤差から計算された

もので,14c年代がこの範囲に含まれる確率は約70%です。この範囲を 2倍に拡げますと確

率は約95%と な ります。

(社団法人 日本アイソトープ協会)
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第 5章 おわりに

今回の調査で,現地表下30～100cm程度から検出した遺構は,自 然河川跡や土坑 , ピッ

ト,それに掘立柱建物遺構などである。また,遺物は遺構から遊離した状態で検出した旧

石器時代のものを別にすれば,弥生時代からのものである。

弥生時代の遺物は,S R01自 然河川跡やS D01溝 状遺構で,壺・ 甕 0高杯・鉢などの土

器を検出した。S R01の 第 I期 。第Ⅱ期流路からは,少量の中期の土器を含むが,後期の

土器を中心として出土している。いずれも,小片であり,ま た摩滅が著しいことから,当

該地以外の場所からの流入や後世に混入したものと判断しておく。

奈良時代の遺物も,S R01自然河川跡の第 I期の流路で検出した。これらも,小片であ

り,ま た摩滅が著しいことから,当該地以外の場所からの流入や後世に混入したものと考

えた方がいいだろう。土師器・須恵器のほかに,斎串が 2点出土している。県内では,善

通寺市の金蔵寺下所遺跡,坂出市の下川津遺跡,丸亀市の郡家原遺跡などで出土が報告さ

れており,ま た最近の調査によって,高松市の前田東・中村遺跡 ,太田下・須川遺跡,多

肥松林遺跡,中間西井坪遺跡,志度町の鴨部・川田遺跡などからも出土しており,近年出

土例が増加している。

これらの時期につづく平安時代から鎌倉時代の遺物も,S R01自然河川跡から少量が出

土しており,こ の自然河川が長時間にわたって存続していたことがわかる。

その後,顕著な遺構が認められないことから,こ の遺跡での人々の生活は,一時期途絶

えるようである。

Ⅱ・ Ⅲ区で,S B01002・ 03004の 4棟の掘立柱建物遺構と,Ⅳ区でS B05の 計 5棟の

掘立柱建物遺構を検出している。良好な遺物が検出できなかったため,建設時期の判断に

は困難を伴うが,柱穴跡の埋土である灰色粘質土が,近接して位置する土坑の埋土と類似

することから,江戸時代の建物遺構と考えられる。この時期に,人々の生活が再び始まっ

たようである。DOE-5で 検出したS K02や S K07の 出土遺物が示す近世末前後の時期

が,こ の遺跡の最終的に設けられた遺構と考えられる。
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郡家大林上遺跡の調査では,良好な遺構・遺物が確認できなかった。また,こ の遺跡の

東西に隣接して位置する,郡家田代遺跡や郡家原遺跡でも同じような傾向を示す部分が認

められる。このことは,当該地が後世の開墾や地下げを受け,遺構面が削平された結果で

あろう。
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第 1表  土 器 観 察 表

遺物 図版 器種 出土地点 残存量 。法量 成形 。調整 色  調 胎 土 備 考

1 弥生土器

甕

S R01-1 口縁部破片 外 :ナ デ.凹線2

条.刻 目

内 :ナ デ

外 :明赤褐(2.5Y6/8)

内:黄灰(2.5Y6/1)

断 :灰黄(2.5Y6/2)

2mm以 下の自色

砂粒を少量含む

2 弥生土器

亜

S R01-1 口縁部 1/7存

口径10.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

断

にぶい黄(2.5Y6/3)

灰黄(2.5Y6/2)

黄灰(2.5Y5/1)

2mm以下の自・

黒色砂粒を少量

含む

3 弥生土器

長頸壷

S R01-1 口縁部 1/5存

口径10.2c田

外 :ナ デ

内 :ハ ケロ

にぶい黄(2.5Y6/3) 2■田以下の自色

砂粒 。雲母をや

や多量含む

4 弥生土器

壺

S R01-1 口縁部 1/6存

口径16.Ocm

外 :回転ナデ

内 :回転ナデ .

ケロ

にボい黄褐(10YR5/3) 5mm以 下の自色

小石を少量含む

5 弥生土器

甕

S R01-1 口縁部 1/9存

口径14.Ocm

外 横ナデ.タ タ

キロ

横ナデ内

外 :灰黄(2.5Y6/2)

内断 :暗灰黄(2.5Y5/2)

5mm以下の自・

茶・黒色小石を

多量含む

弥生土器

甕

S R01-1 頸部1/10存 外 :ナ デ

内 :ナ デ.ハケロ

外 :黒 (5Y2/1)

内断 :明赤褐(5YR5/6)

2El皿 以下の自色

砂粒・雲母を少

量含む

7 弥生土器

甕

S R01-1 口縁部 1/6存

口径16.4cm

外 横ナデ.タ タ

キロ.ハ ケロ

横ナデ.ナデ内

暗灰黄(2.5Y5/2) 2mm以下の自色

砂粒・雲母を少

量含む

煤付着

弥生土器

甕

S R01-1 頸部1/8存 外

　

内

タタキロ.

ケロ

ハケロ

外

内

暗灰黄(2.5Y5/2)

暗灰黄(2.5Y5/2)

暗灰(N3/)

暗灰(N3/)断

2mm以下の自色

砂粒を少量含む

弥生土器

甕

S R01-1 頸部1/5存 外内 :摩減のため

調整不明

外断 :褐 (7.5YR4/3)

内:にぶい黄褐(10YR4/3)

3mm以 下の自・

茶・灰色小石を

多量含む

弥生土器

甕

S R01-1 口縁部1/8存

口径19.2cm

外 横ナデ.タ タ

キロ後ハケロ

横ナデ.指押

さえ後ハケロ

内

外断 :灰黄(2.5Y6/2)

内 :暗灰黄(2.5Y5/2)

2mm以 下の自色

砂粒・雲母を少

量含む

弥生土器

甕

S R01-1 口縁部付近

1/12存

外 :タ タキロ

内 :指押さえ

外断:にぶい黄褐(10YR5/4)

内 :にぶい黄橙(10YR6/4)

lmm以下の黒色

砂粒を少量含む

弥生土器

甕

S R01-1 頸部1/7存 外内 :摩減のため

調整不明

明褐(7.5YR5/8) 2mm以 下の自色

砂粒を多量,雲

母を少量含む

弥生土器

甕

S R01-1 頸部1/16存 外 :タ タキロ

内 :指頭痕

外

内

断

灰オリープ(5Y5/2)

灰オリープ(5Y5/3)

灰(5Y4/1)

2■田以下の自色

砂粒を多量,雲

母を少量含む

弥生土器

甕

S R01-1 口縁部1/16存

口径24.Oc皿

外内 :ナ デ 灰(7.5Y4/1) 21n田 以下の自。

黒色砂粒を少量

含む

弥生土器

甕

S R01-1 頸部破片 外

内

タタキロ

指頭痕

外

内

断

にぶい黄(2.5Y6/3)

にぶい黄褐(10YR5/4)

褐灰(10YR4/1)

2mm以下の自色

砂粒を多量,雲

母を少量含む

弥生土器

甕

S R01-1 底部1/4存

底径4.6cm

外

内

ハケロ.ナ デ

指ナデ

外

内

断

にぶい赤褐(2.5YR4/3)

にぶい黄(2.5Y6/3)

灰(5Y4/1)

2mm以 下の自色

砂粒・雲母を少

量含む

弥生土器

甕

S R01-1 底部ほぼ完存

底径4.Ocm

外 摩減のため調

整不明

指頭痕内

外

内

断

にぶい黄褐(2.5YR5/4)

明褐(7.5YR5/6)

黒褐(7.5Y3/1)

3mm以 下の自色

小石を多量含む
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遺物 図版 器種 出土地点 残存量 。法量 成形 。調整 色  調 胎 土 備 考

弥生土器

壺

S R01-1 底部1/2存

底径10.Ocm

外内 :摩減のため

調整不明

外断 :にぶい橙(7.5YR7/3)

内 :にぶい黄橙(10YR6/4)

4■■以下の自・

茶色小石を多量

含む

弥生土器

壺

S R01-1 底部lβ存

底径9.Oc田

外内 :摩減のため

調整不明

外 :にぶい黄橙(10YR6/4)

内断 :にぶい黄(2.5Y6/3)

5mm以下の自。

茶色小石を多量

含む

弥生土器

壷

S R01-1 底部1/8存

底径7.Ocm

外内 :摩減のため

調整不明

外

内

断

赤(10R5/6)

黒(2.5Y2/1)

赤(10R5/6)

黒(2.5Y2/1)

3mm以下の自色

小石を少量含む

弥生土器

鉢

S R01-1 体部1/2存

口径18.2c田

器高 8.9cロ

外 :ナ デ

内 :ナ デ.ハケロ

指ナデ

にぶい黄(2.5Y6/3) 4mm以下の自・

茶色小石を多量

含む

弥生土器

高杯

S R01-1 体部2/5存 外 :摩減のため調

整不明.指頭

痕

内 :摩減のため調

整不明

外 :橙 (5YR6/6)

内 :にぶい黄褐(10YR5/3)

断 :灰黄褐(10YR4/2)

4■m以下の自・

灰色小石を多量

含む

弥生土器

高杯

S R01-1 底部脚部存 外

内

)\, H

77
外内:浅黄(2.5Y7/3)

断 :黒 (2.5Y2/1)

31n田 以下の自色

小石を多量含む

弥生土器

高杯

S R01-1 口縁部1/H存

口径18.Ocm

外 :ナ デ.指頭圧

痕

内 :ナ デ

外

内

断

橙(5YR7/6)

にぶい橙(5YR7/4)

褐灰(10YR6/1)

lmm以下の自色

砂粒を少量含む

弥生土器

高杯

S R01-1 脚部ほぼ完存 外 :ナ デ

内 :ハ ケロ

にぶい黄褐(10YR5/3) 4mm以下の自色

小石をやや多量

含む

土師器

甕

S R01-1 口縁部1/4存

口径27.Ocm

外内 :ナ デ.ハケ

目

外

内

断

褐灰(10YR4/1)

にぶい黄橙(10YR6/3)

にぶい赤褐(5YR5/3)

4mm以下の自色

小石を少量含む

土師器

甕

S R01-1 口縁部1/24存

口径19.6cm

外 横ナデ.指押

さえの後ハケ

目

横ナデ.指押

さえ

内

外断 :明赤褐(2.5YR5/6)

赤黒(2.5YRl.7/1)

内:赤黒(2.5YR2/1)

2mm以下の自色

砂粒を多量含む

土師器

甕

S R01-1 頸部1/8存 外

内

横ナデ

横ナデ.ハケ

目

にぶい黄褐(10YR5/3) 6.5m田 以下の自

・茶色小石を少

量含む

土師器

甕

S R01-1 口縁部1/13存

口径16.4cm

外 :横ナデ.ハケ

目

内 :ナ デ.指頭痕

外

内

断

黒褐(10YR3/1)

暗灰黄(2.5Y5/2)

赤褐(5YR4/6)

2mm以下の自。

茶色砂粒・雲母

を少量含む

土師器

甕

S R01-1 口縁部1/17存

口径24.Ocm

外内 :摩減のため

調整不明

外内 :に ぶい黄橙(10YR6/4

断 :灰黄褐(10YR5/2)

7.5mm以下の自
。茶・灰色小石

を多量含む

器師

壷

土

蛤

S R01-1 口縁部1/12存

口aE10.6cm

外 横ナデ。指頭

圧痕.ハケロ

横ナデ.ナ デ内

にぶい黄橙(10YR6/4) 2mm以下の赤色

砂粒を多量含む

土師器

壷

S R01-1 体部4/5存

口径12.Ocm

器高H.9cD

外内 :ナ デ.ハ ケ

目

灰黄褐(10YR6/2) 51n皿 以下の茶・

灰色小石を多量

含む

底部に穿孔

あり

土師器

壷

S R01-1 口縁部1/5存

口径9,9c皿

外内 :横ナデ .

ケロ

外内 :に ぶい黄(2.5YR6/3)

断 :にぶい黄(2.5YR6/3)

黄灰(2.5YR5/1)

3mm以下の白色

小石を多量含む

外面に黒斑

が見られる
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遺物 図版 器種 出土地点 残存量 。法量 成形・調整 色  調 胎 土 備 考

土師器

皿

S R01-1 口縁部1/5存

口径18.Ocm

器高 2.4cm

底径14.Ocm

外

内

横ナデ

横ナデ.ミ ガ

キ

外断 :黄灰(2.5Y7/2)

内 :にぶい橙(7.5YR6/4)

0.lmm以下の黒

・茶色砂粒を少

量含む

内面に赤色

顔料塗布

土師器

皿

S R01-1 口縁部1/20存

口径22.Ocm

外内 :ナ デ 橙(5YR7/6) 2mm以 下の自・

灰色砂粒を少量

含む

土師器

皿

S R01-1 底部1/8存

底径16.2cm

外内 :摩減のため

調整不明

外内 :に ぶい赤褐(2.5YR5/

4)

断 :にぶい赤褐(2.5YR5/4)

にぶい黄橙(10YR6/3)

3mm以下の自色

小石を多量含む

土師器

高杯

S R01-1 脚部ほぼ完存 外 ケズ リ.ヘ ラ

ケズ リ

ナデ.ハ ケロ内

浅黄(5Y7/3) 3mm以下の自色

小石を極少量含

む

外 :各面取

り上端部に

ヘラで押さ

えた跡がみ

られる

弥生土器

支脚

S R01-1 下部

器高14.7cm

外内 :ナ デ.指頭

痕

外内:灰オリープ(5Y6/2)

断 :黒 (7.5YRl.7/1)

2mm以 下の自色

砂粒を多量,雲

母を少量含む

土師器

蛤壼

S R01-1 底部ほぼ完存

口径12.4cm

器高26.3cm

底径 3.6cm

外 指押さえ後ハ

ケロ

指押さえ.ハ

ケロ

内

外

内

断

浅黄橙(7.5YR8/3)

浅黄橙(10YR8/3)

灰白(10YR7/1)

3mm以下の自色

小石を多量,雲
母を少量含む

底部に穿孔

あり

土師器

蛤壷

S R01-1 頸部1/2存 外 :ナ デ.ハケロ

内 :ナ デ。指頭痕

灰白(2.5Y8/1) 2mm以下の自色

砂粒を多量,雲

母を少量含む

須恵器

甕

S R01-1 口縁部1/20存

口径24.8cロ

外内 :回転ナデ 青灰(5PB6/1) lmm以下の自色

砂粒を少量含む

須恵器

甕

S R01-1 口縁部1/4存

口径22.Ocm

外内 :回転ナデ 外

内

断

灰白(N7/)

暗青灰(5PB4/1)

灰(N5/2

2mm以下の自色

砂粒を少量含む

外面に自然

釉付着

須恵器

甕

S R01-1 体部1/5存

口径22.Ocm

外 回転ナデ.タ

タキロ

回転ナデ .

同心円文

内

外

内

断

灰(N4/)

青灰(5PB5/1)

暗赤灰(7.5R4/1)

1.8皿口以下の自

色砂粒を少量含

む

外面に自然

釉付着

須恵器

杯蓋

S R01-1 口縁部1/6存

口径11.Ocm

外内 :回転ナデ 明青灰(5PB7/1) 2mm以下の自色

砂粒を少量含む

須恵器

杯蓋

S R01-1 口縁部1/8存

口径12.5cm

外内 :回転ナデ 外 :灰白(N7/)

内断 :明紫灰(5P7/1)

lmm以下の黒色

砂粒を含む

外面に自然

釉付着

須恵器

杯蓋

S R01-1 口縁部1/4存

口径14.3cm

外内 :回転ナデ 外 :灰 (N5/)

内断 :灰 (N6/h

lmm以下の自色

砂粒を少量含む

須恵器

杯

S R01-1 口縁部1/18存

口径15.Ocm

外内 :回転ナデ 外 :明 オリープ灰(2.5GY7/

1)

内断 :灰 (N6/)

lmm以下の灰色

砂粒を少量含む

外面に自然

釉付着

須恵器

杯

S R01-1 底部1/4存

底径8.3cロ

外

　

内

回転ナデ.ケ

ズ リ

回転ナデ

灰白(5Y7/1) 2mm以下の自色

小石を多量含む

須恵器

杯

S R01-1 底部1/3存

底径9.5cm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

灰白(5Y8/1) 3.5Dl皿 以下の白

色小石を少量合

む

須恵器

高杯

S R01-1 脚部1/8存

底径13.2cm

外内 :回転ナデ 外断 :灰 (N6/)

内 :灰 (N7/)

lmm以下の自色

砂粒を少量含む

内面に自然

釉が点々と

付着
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遺物 図版 器種 出土地点 残存量・法量 成形 。調整 色  調 胎 土 備 考

土師器

杯

S R01-1 口縁部1/5存

口径H.Ocm

外内 :回転ナデ 浅黄(2.5Y7/3) 1.3mm以下の自

・茶色砂粒を少

土師器

杯

S R01-1 口縁部1/10存

口径13.Ocm

外内 :回転ナデ 灰黄(2.5Y7/2) 2mm以下の自色

砂粒を少量含む

土師器

杯

S R01-1 底部1/4存

底径6.4c田

外内 :摩減のため

調整不明

灰白(7.5YR8/2) lmm以下の赤色

砂粒を含む

円盤状高台

焼成不良

土師器

皿

S R01-1 底部1/2存

底径7.7c■

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

外 :明褐灰(7.5YR7/2)

内断:にぶい黄橙(10YR7/3)

1皿m以下の自色

砂粒を多量含む

器師

釜

土

土

S R01-1 鍔部1/20存 外内 :ナ デ 灰黄褐(10YR6/2) 3mm以下の白色

小石を多量含む

外面に煤付

着

須恵器

杯

S R01-1 底部完存

底径6.2cロ

外 回転ナデ.回

転ヘラ切り

回転ナデ内

灰白(2.5Y7/1) lmm以下の黒色

砂粒を少量含む

須恵器

杯

S R01-1 底部1/3存

口径14.8cm

器高 5。 2cm

底径 7.7c田

外 回転ナデ.ヘ

ラ切り

回転ナデ内

青灰(5PB5/1) 1■m以下の自色

砂粒を含む

黒色土器

(A類)椀

S R01-1 底部完存

口径15.Ocロ

器高 6.Oc田

底径 7.Ocロ

外 ナデ.ミ ガキ

(暗文).貼 り

付け高台

ミガキ(暗文)内

外
　
　
内

断

黒(Nl.5/)

灰白(10YR8/1)

暗灰(N3/)

灰白(10YR8/1)

2mm以下の自色

砂粒を少量含む

弥生土器

甕

S R01-3 頸部1/8存 外 :ナ デ.タ タキ

目

内 :ナ デ.指頭痕

外 :灰オリーブ(5Y4/2)

内断 :黄褐(2.5Y5/3)

2mm以下の自色

砂粒を多量含む

須恵器

杯蓋

S R01-3 口縁部1/3存

口径17.Oc田

外内 :回転ナデ フて(7.5Y6/1) 1■m以下の自・

茶色砂粒を少量

含む

瓦質土器

焙烙

S R01 口縁部破片

口径30.Ocm

外内 :横ナデ 外

内

断

暗灰(N3/)

灰(7.5Y4/1)

灰(7.5Y5/1)

1.5mm以下の白

色砂粒を少量含

む

肥前

陶胎染付

椀

S R01 底部1/7存

底径5.4cm

外内 :施釉.貫入 外 :オ リープ灰(5GY5/1)

内 :オ リーブ灰(2.5GY5/1)

断 :灰 (7.5Y5/1)

にぶい橙(7.5YR6/4)

精緻

肥前

陶胎染付

椀

S R01 底部1/2存

底径4.6cロ

外 施釉.鉄絵 ?

染付 ?貫入

施釉.貫入内

外 :オ リープ灰(5GY6/1)

灰オリープ(5Y6/2)

内:灰 (10Y6/1)

断 :灰 (N5/)

1田m以下の自色

砂粒を少量含む

京焼風陶

器

椀

S R01 高台部完存

底径4.6cm

外内 :施釉.貫入 外内:浅黄(2.5Y8/4)

断 :灰白(2.5Y8/1)

精緻

弥生土器

高杯

S D01 口縁部1/26存

口径28.Ocm

外内 :ナ デ にぶい褐(7.5YR5/4) lmm以下の自・

黒色砂粒を少量

含む

弥生土器

甕

S D01 頸部破片 外内 :摩減のため

調整不明

にぶい褐(7.5YR5/4) 2mm以下の自色

砂粒を多量含む

土師器

小皿

S D02 口縁部1/6存

口径8.4cm

器高1.7cm

底径5.8cm

外

　

　

内

回転ナデ.板

目

回転ナデ

灰白(5Y7/1)

黒(7.5YR2/1)

1皿田以下の黒色

砂粒 。雲母を少

量含む
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遺物 図版 器種 出土地点 残存量・法量 成形 。調整 色   調 胎 土 備 考

土師器

椀

S D03 底部1/4存

底径7.Ocm

外内 :ナ デ 外内 :淡橙(5YR8/3)

断 :灰白(7.5YR8/1)

lmm以下の自・

茶色砂粒を多量

含む

円盤状高台

土師器

椀

S D03 高台部ほぼ完

存

底径5.4cm

外 :ナ デ.貼 り付

け高台

内 :ナ デ

灰自(10YR8/2) 2mm以下の自色

砂粒を多量含む

土師器

椀

S D03 体部1/4存

口径12.Ocm

器高 4.4cm

底径 3.6cm

外内 :摩滅のため

調整不明

外 :明 オリーブ灰(2.5GY4/

1)

内断 :灰白(5Y8/1)

0.5mm以下の茶

・灰色砂粒を少

量含む

土師器

鍋

S D03 口縁部1/2存

口径36.Ocm

外内 :摩減のため

調整不明

外 :褐灰(10YR4/1)

内 :にぶい黄橙(10YR7/3)

断 :褐灰(10YR5/1)

3mm以下の自・

茶・黒色小石を

多量含む

煤付着

須恵器

杯

S D04 底部1/5存

底径6.Ocm

外内 :摩滅のため

調整不明

外断 :灰 白(N7/)

内:灰 (N5/)

1.5nl田 以下の自

色砂粒を少量含

む

須恵器

杯

S D04 底部1/7存

底径8.Ocm

外 回転ナデ.貼

り付け高台

回転ナデ内

外 :灰 (N6/)

内断 :灰白(N7/)

3.5mm以下の自

色小石を少量含

む

土師器

土鍋

S K01 口縁部1/7存

口径25.7c田

外 :ナ デ後指頭痕

内 :横ナデ

外 :黒褐(2.5YR3/1)

にぶい橙(7.5YR7/4)

内断 :に ぶい橙(7.5YR7/4)

1.5mm以下の自

・茶色砂粒と雲

母を少量含む

口縁部穿孔

あり

二次焼成

土師器

小皿

S K02 口縁部1/3存

口径8.lcm

器高1.6cm

底径4.7cm

外 回転ナデ.ヘ

ラ切 り

回転ナデ内

浅黄橙(10YR8/3) 1田m以下の白・

赤色砂粒を含む

土師器

土鍋

S K02 口縁部破片 外内 :ナ デ 外 :褐灰(10YR4/1)

内断:にぶい黄橙(10YR7/4)

2mm以下の自色

砂粒を少量含む

外面に煤付

着

土師器

甕

S K02 口縁部1/6存

口径44.Ocm

外 :ナ デ.指頭痕

波状文

内 :ナ デ.板ナデ

外 にぶい黄橙(10YR7/3)

にぶい橙(5YR7/4)

にぶい橙(7.5YR7/4)

にぶい赤褐(5YR5/4)

にぶい黄橙(10YR7/3)

内

断

4mm以下の自・

茶色小石を多量

,lmm以 下の雲母

を多量含む

瓦質土器

羽釜

S K02 口縁部1/8存

口径26.Ocm

外内 :ナ デ 外 :灰 (N4/)

内 :灰 (5Y5/1)

断 :にぶい褐(7.5YR5/3)

2mm以下の自。

灰色砂粒を少量

含む

二次焼成

瓦質土器

羽釜

S K02 口縁部1/8存

口径23.6cm

外 :ナ デ

内 :ナ デ.指頭痕

外断 :灰 (10Y4/1)

内:灰 (N6/)

lmm以下の黒色

砂粒を少量含む

二次焼成

備前

招 り鉢

S K02 口縁部1/H存

口径30.Ocm

外 :横 ナデ.凹線

2条

内 :横 ナデ.卸 目

10条 /2.6c田

外
　
　
内

断

にぶい橙(2.5YR6/4)

橙(2.5YR7/6)

橙(2.5YR7/6)

橙(2.5YR6/6)

1.5mm以下の白

色砂粒を少量合

む

備前

招 り鉢

S K02 口縁部1/8存

口径32.Oc田

外 :横ナデ.凹線

2条

内 :横ナデ.卸 目

10条 /2.2cm

外 :灰赤(2.5YR4/2)

赤褐(10R5/4)

内 :にぶい赤褐(2.5YR5/4)

断 :灰 (N5/)

にぶい赤褐(2.5YR5/4)

3mm以下の自色

小石を少量含む

備前

招 り鉢

S K02 口縁部1/12存

口径30.6cm

外 回転ナデ.凹

線 2条

回転ナデ.卸

目H条/2.8cm

内

橙(2.5YR6/6)

赤灰(2.5YR5/1)

2■m以下の自・

黒色小石を含む
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遺物 図版 器種 出土地点 残存量 。法量 成形 。調整 色   調 胎  土 備 考

備前

招り鉢

S K02 口縁部1/6存

口径19.Ocm

外 回転ナデ

線1条

回転ナデ

目12条 /2

凹

内 卸

明赤褐(2.5YR5/6) 2■m以下の黒色

砂粒を含む

上師器

羽釜

S K02 耳部ほぼ完存 外 :ナ デ.指頭痕

内 :ナ デ.ハ ケロ

外 :黒 (7.5YR2/1)

にぶい橙(7.5YR7/4)

内:橙 (5YR6/6)

にぶい橙(7.5YR7/4)

断 :にぶい橙(5YR7/4)

2■m以下の白色

小石を多量, 2

111111以 下の雲母を

少量含む

京焼風陶

器

椀

S K02 高台部ほぼ完

存

底径5.Ocm

外 :施釉

内 :施釉.貫入

外断 :灰白(2.58/1)

内:灰黄(2.5Y7/2)

lmm以下の自色

砂粒を少量含む

京焼風陶

器

椀

S K02 高台部破片

底径5.Ocm

外内 :施釉.貫入 外内 :浅黄(2.5Y8/3)

断 :浅黄(2.5Y8/2)

精緻

京焼風陶

器

椀

S K02 底部ほぼ完存

底径5.lcm

外内 :施釉.貫入 外 :灰白(N8/)

内:浅黄(2.5Y8/3)

断 :灰白(5Y8/2)

精緻

京焼風陶

器

椀

S K02 高台部2/3存

底径6.Ocm

外 :施釉

内 :施釉.貫入

外内 :浅黄(2.5Y7/4)

断 :灰白(2.5Y8/2)

精緻

唐津

刷毛目椀

S K02 底部ほぼ完存

底径4.6cm

外内 :施釉 .刷毛

目

外 褐灰(7.5YR4/1)

灰白(5Y8/2)

褐灰(10YR4/1)

灰白(5Y3/2)

赤褐(10R5/4)

内

断

精緻

肥前系染

付

椀

S K02 底部2/3存

底径4.5cm

外 :施釉.染付

内 :施釉

外 :明緑灰(7.5GY8/1)

藍

内 :灰白(5GY8/1)

断 :灰白(N8/)

精級

肥前系染

付

椀

S K02 底部2/3存

底径4.Ocm

外 :施釉.染付 .

圏線

内 :施釉

外 :灰白(5GY8/1)

藍

内 :灰白(5GY8/1)

断 :灰白(N8/)

精緻

肥前

陶胎染付

壷

S K02 底部1/2存

底径5.6cm

外 :施釉 .底部無

釉 .染付

内 :施釉 .無釉

外 :灰 (N5/)

褐灰(7.5YR6/1)

緑灰(10GY6/1)

青灰(5B6/1)

内 :明緑灰(7.5GY7/1)

にぶい橙(5YR6/4)

断 :に ぶい橙(5YR6/4)

精緻

肥前

陶胎染付

香炉

S K02 口縁部1/8存

底部完存

口径12.lcm

器高 9.Ocm

底径 7.lcm

外 :施釉.染付 .

貫入

内 :無釉

外 :明 オリーブ灰(5GY7/1)

灰褐(7.5YR4/2)

藍

内 :灰褐(7.5YR5/2)

断 :灰白(N7/)

精緻

肥前系染

付

皿

S K02 底部1/2存

底径6.Ocm

外 施釉 .染付(連

弁).圏線

施釉.染付

(花 )

内

外内 :明緑灰(10GY8/1)

青灰(5B5/1)

断 :灰白(N8/)

精緻
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遺物 図版 器種 出土地点 残存量 。法量 成形・調整 色   調 胎  土 備 考

瀬戸・美

濃系

S K02 破片 外内 :施釉 .刷毛

目

外 :灰白(7.5Y8/1)

オリーブ灰(10Y4/2)

黒(N2/)

内:灰白(N8/)

灰(N6/)

断 :灰 (N5/)

精緻

磁器

椀

S K02 底部1/3存

底径4.6cm

外 :施釉

内 :施釉.蛇 ノロ

釉剥ぎ.砂 目

外内無釉 :灰白(10Y8/1)

外内釉 :明緑灰(10GY7/1)

断 :灰白(N8/)

lmm以 下の黒色

砂粒を多量含む

陶器

鉢

S K02 高台部1/3存

底径8.4cm

外内 :回転ナデ 外

内

断

明褐(7.5YR5/6)

暗赤灰(5R4/1)

赤褐(2.5YR4/6)

lmm以 下の白色

砂粒を少量含む

陶器

笠

S K02 底部完存

底径5.2cm

外内 :回転ナデ 外 :にぶい橙(2.5YR6/4)

内断 :にぶい橙(5YR7/4)

0.8mm以 下の自

・茶色小石を少

量含む

陶器

里

S K02 底部ほぼ完存

底径6.8c田

外内 :回転ナデ 外 :赤褐(10R4/4)

にぶい赤褐(2.5YR5/4)

内断 :にぶい橙(2.5YR6/4)

0.5mm以 下の茶

色小石を少量含

む

肥前系染

付

皿

S K03 口縁部1/12存

口径20.9cm

外 :施釉

内 :施釉.染付

外

内

　

断

灰白(5GY8/1)

灰白(5GY8/1)

暗青灰(5BG4/1)

灰白(N8/)

精緻

肥前系染

付

椀

S K03 口縁部 1/4存

底部1/3存

口径H.3cm

器高 6.Ocm

底径 3.8c田

外 :施釉.染付

内 :施釉

外 :灰自(5GY8/1)

青灰(5B6/1)

にぶい黄橙(10YR7/3)

内 :灰白(5GY8/1)

断 :灰白(2.5Y8/1)

精緻

土師器

大甕

S K04・

05

口縁部 1/6存

口径99.2cm

外内 :横ナデ 外

内

断

橙(7.5YR7/6)

にぶい橙(5YR6/4)

褐灰(7.5YR6/1)

2mm以 下の自・

茶 。灰色砂粒を

多量,雲母を微

量含む

土師器

大甕

S K04・

05

口縁部1/13存

口径90.Ocm

外内 :横ナデ.ナ 浅黄(2.5Y8/3) 3mm以 下の白・

茶・灰色小石を

多量含む

備前

招り鉢

S K04・

05

口縁部1/7存

口径28.4cm

外 回転ナデ .

凹線2条

回転ナデ.沈

線1条

内

暗赤灰(10R3/1) lmm以 下の自色

砂粒を少量含む

肥前系染

付

椀

S K04・

05

底部1/2存

口径10.6cm

器高 5.4cm

底径 3.4cm

外内 :施釉.染付 外内 :明青灰(10GY7/1)

断 :灰白(N8/)

精緻

土師器

甕

S K06 口縁部1/3存

口径49.Ocm

外内 :横ナデ 外 :橙 (5YR7/6)

内断 :浅黄橙(7.5YR8/4)

4mm以 下の自・

茶色小石,2mm

以下の雲母を多

量含む

土師器

甕

S K06 底部完存

底径32.Ocm

外内 :ナ デ 外 :橙 (5YR6/6)

内断 :灰白(10YR8/2)

2mm以 下の自色

砂粒・雲母を多

量含む

陶器

鉢

S K06 底部1/7存

底径8.2cm

外

内

回転ナデ

回転ナデ.施

釉

外

内

断

にぶい褐(7.5YR5/3)

褐灰(10YR4/1)

赤灰(2.5YR4/1)

2.5mm以 下の自

・黒色小石を少

量含む
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遺物 図版 器種 出土地点 残存量・法量 成形 。調整 色   調 胎  土 備 考

備前

招 り鉢

S K07 口縁部1/5存

口径34.5cm

外 :片 口.回転ナ

デ.凹線2～ 3条

内 :回転ナデ.御

目10条/2.5cm

赤褐(10R4/4) 1■■以下の自色

砂粒を少量含む

備前

招 り鉢

S K07 口縁部1/6存

口径31.Ocm

外 片口.回転ナ

デ.凹線2条

回転ナデ.卸

目10条 /2.2oll

内

外 :赤 (10R5/6)

赤褐(10R4/3)

内 :にぶい赤褐(2.5YR5/4)

断 :にぶい赤褐(2.5YR5/4)

赤灰(10R5/1)

2mm以 下の自色

砂粒を少量含む

土師器

甕

S K07 口縁部破片 外内 :横 ナデ 外断:にぶい黄橙(10YR7/4)

内:橙 (5YR7/6)

lmm以 下の自色

砂粒・雲母を多

量含む

外面に煤付

着

京焼風陶

器

椀

S K07 底部完存

底径4.9cm

外 :施釉

内 :施釉.貫入

外

内

断

灰白(2.5Y8/1)

にぶい黄橙(10YR7/2)

浅黄(2.5Y8/3)

0.8mm以 下の白

色砂粒を少量含

む

肥前陶胎

染付

椀

S K07 底部完存

底径4.3cm

釉

釉

施

無

外

内

外

内

断

明緑灰(7.5GY8/1)

にぶい黄橙(10YR7/3)

灰白(N8/)

0.8mm以 下の白

色砂粒を少量含

む

肥前陶胎

染付

椀

S K07 底部1/3存

底径3 8cm

外 :施釉.貫入 .

染付

内 :施釉

外 :明 オリーブ灰(5GY7/1)

内 :明 オリーブ灰(2.5GY7/

1)

断 :灰 (7.5Y6/1)

精緻

肥前系染

付

椀

S K07 底部ほぼ完存

底径3.9cm

外 :施釉.染付 .

圏線

内 :施釉

外

　

内

断

青い灰白

群青色

青い灰白

灰白(N8/)

精緻 「太明年製」

(ず し銘)

肥前系染

付

椀

S K07 底部1/2存

底径4.2cm

外内 :施釉 .染付 外

内

断

灰白(5GY8/1)

明緑灰(10GY8/1)

灰白(N8/)

精 級

肥前系染

付

皿

S K07 体部1/2存

口径13.Ocm

器高 3.5cm

底径 2.3cm

外 体部～高台外

面施釉.底部

～高台中心無

釉.砂 目積

施釉.染付 .

蛇ノロ釉剥ぎ

砂目積

内

外

内

断

明緑灰(7.5GY8/1)

明緑灰(10GY8/1)

灰自(N8/)

精緻

肥前系染

付

皿

S K07 高台部1/12存

底径12.2cm

外 :施釉

内 :施釉.染付

外 :明青灰(10BG7/1)

青

内 :明青灰(10BG7/1)

断 :灰白(N8/)

精緻

122 肥 前 系 染

付

皿

S K07 底部1/6存

底径8.4c皿

外 :施釉 .染付 .

圏線 .丸福

内 :施釉 .染付 .

圏線 .五弁花

文

外内 :灰白(5GY 8/1)

暗緑灰(1004/1)

青灰(10BG6/1)

藍(五弁花文他)

断 :灰白(N8/)

精緻 18世紀

肥前系染

付

皿

S K07 口縁部1/5存

口径H.9cm

外内 :施釉 . 染 付 外内 :明緑灰(10GY8/1)

藍

断 :灰白(N8/)

精緻

肥前系染

付

瓶

S K07 体部破片 外 :施釉.色絵

内 :無釉

外

内

断

明緑灰(7 5GY8/1)

灰白(2.5Y8/2)

灰白(7.5Y8/1)

精緻

染付

椀

S K07 口縁部1/10存

口径12.Ocm

外 :施釉.染付

内 :施釉

外 :灰白(10Y7/1)

緑灰(10GY5/1)

内断 :灰白(10Y7/1)

精緻
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遺物 図版 器種 出土地点 残存量 。法量 成形 。調整 色  調 胎 土 備 考

磁器

椀

S K07 底部完存

底径4.5cm

外 :無釉

内 :施釉.蛇ノロ

釉剥ぎ

外断 :灰白(10YR8/2)

内 :オ リーブ灰(2.5GY6/1)

灰白(10YR8/2)

精緻

磁器

色絵 (赤

絵)皿

S K07 口縁部1/6存

口径10.4cm

器高 2.4ci

底径 6.2cm

外 :施釉

内 :施釉.色絵

灰白(N8/) 精緻

軒丸瓦 S K07 瓦頭1/3存

厚さ1.4cm

摩減のため調整不

明

外内:灰 (N5/)

断 :灰白(N8/)

1.5mm以 下の赤

色砂粒を少量含

む

軒平瓦 S K07 長さ(14.6)cm

厚さ 1.5cm
凹 ヘラ状工具に

よるナデ

ナデ凸

凹凸 :灰 (N5/)

灰白(7.5YR8/2)

断 :灰白(7.5YR8/2)

2■田以下の自色

砂粒を少量含む

130 平 瓦 S K07 破片

長さ(7.9)cm

厚さ 1.4cロ

凹凸 :ナ デ 凹凸 :褐灰(10YR4/1)

断 :黒褐(10YR3/1)

lmm以 下の自色

砂粒を少量含む

平 瓦 S K07 1/4存

長さ(12.8)m

厚さ 1.5all

凹凸 :ナ デ 凹

凸

断

褐灰(10YR6/1)

灰白(10YR7/1)

灰白(10YR8/2)

lmm以 下の自色

砂粒を少量含む

平 瓦 S K07 1/2存

長さ(16.9)all

広端幅20.4cDl

厚さ 1.6clll

凹凸 :ナ デ 凹

凸

断

黄灰(2.5Y5/1)

灰(5Y6/1)

灰白(2.5Y7/1)

m以 下の自色

砂粒を多量含む

平 瓦 S K07 1/2存

長さ(18.4)all

狭端幅20.Om

厚さ 1.5oll

凹 ヘラ状工具に

よるナデ

ナデ凸

凹凸 :暗灰(N3/)

灰白(5Y7/1)

断 :灰 (N4/)

1.5mm以 下の白

色砂粒を少量含

む

平瓦 S K07 1/2存

長さ(16.9)clll

広端幅21.5cal

厚さ 1.7cnl

凹凸 :ナ デ 凹凸 :黄灰(2.5Y6/1)

断 :褐灰(10YR4/1)

褐灰(10YR6/1)

0.5mm以 下の灰

色砂粒を少量含

む

焚斗瓦 S K07 1/3存

長さ(10.2)all

狭端幅 3.6oll

厚さ 1.3all

凹凸 :ヘ ラ削り 凹凸 :黄灰(2.5Y4/1)

断 :黄褐(2.5Y5/6)

2mm以 下の赤色

砂粒を少量含む

奥斗瓦 S K07 2/3存

長さ 10.8m
狭端幅 3.lclD

厚さ 1.3all

凹

凸

ナデ

ヘラ削 り

凹凸 :灰 (N5/)

断 :灰白(2.5Y8/1)

lmm以 下の自色

砂粒を多量含む

奨斗瓦 S K07 完存

長さ 11.4m
広端幅 9.6oll

狭端幅 4.lcln

厚さ 1.3m

凹 :ナ デ

凸 :ヘ ラ状工具に

よるナデ

凹凸 :灰 (N4/) 0.2mm以 下の自

色砂粒を少量含

む

奥斗瓦 S K07 ほぼ完存

長さ 11.3all

広端幅10.5clll

狭端幅 2.4clll

厚さ 1.2clll

凹凸 :ナ デ 凹

凸
　
　
断

灰(N4/)

灰(N4/)

灰白(5Y8/1)

浅黄(2.5Y7/3)

l cm以下の自色

砂粒を少量含む

質斗瓦 S K07 ほぼ完存

長さ 10.6oll

広端幅 7.5clll

狭端幅 2.4clll

厚さ 1.8oll

凹凸 :ナ デ 凹凸 :灰 (N4/)

灰(N6/)

断 :灰白(N8/)

1.5mm以 下の灰

色砂粒を少量含

む
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遺物 図版 器種 出土地点 残存量・法量 成形 。調整 色  調 胎  土 備 考

焚斗瓦 S K07 9/10存

長さ 11.4oll

広端幅 9.3all

狭端幅 5.Ooll

厚さ 1.5oll

凹凸 :ナ デ 凹凸 :灰 (N4/)

断 :灰白(2.5Y8/1)

lmm以 下の自色

砂粒を少量含む

質斗瓦 S K07 4/5存

長さ H.5oll

狭端幅 2.7oll

厚さ 1.2oll

凹凸 :ナ デ 凹凸 :灰 (N4/)

断 :灰 (N5/)

1.5mm以 下の茶

色砂粒を少量含

む

焚斗瓦 S K07 ほぼ完存

長さ H.Ocm
広端幅10.5oll

狭端幅 2.9oll

厚さ 1.3cm

凹凸 :ナ デ 凹凸 :灰 (N4/)

断 :灰白(N8/)

lmm以 下の自色

砂粒を少量含む

土師器 S K09 口縁部1/15存

口径54.Ocm

外内:横ナデ 外:灰褐(7.5YR4/2)

黒(N2/)

内断 :橙 (5YR6/6)

3mm以 下の自・

黒色小石,1.5

111111以 下の雲母を

多量含む

外面に煤付

着

二次焼成

土師器 S K09 口縁部1/12存

口径38.Ocm

外内 :横ナデ 外 :黒褐(10YR3/1)

内断:にぶい黄橙(10YR6/4)

2皿皿以下の白・

灰色砂粒を多量

,lllllll以 下の雲

母を少量含む

二次焼成

土師器 S K09 口縁部1/10存

口径38.Ocm

外内 :横 ナデ 外 :黒 (10YR2/1)

内断:にぶい黄褐(10YR5/3)

4mm以 下の自・

茶色小石を多量

,0.8mlll以 下の

雲母を少量含む

二次焼成

土師器

甕

S K09 口縁部1/9存

口径38.Oc皿

外内 :横 ナデ 外

内

断

浅黄橙(10YR8/3)

浅黄橙(7.5YR8/3)

灰白(10YR8/2)

5mm以下の自

・灰色小石を多

量 ,1.51nlll以 下

の雲母を微量含

む

瓦質土器

羽釜

S K09 口縁部1/12存

口径20,7c皿

外 横ナデ .

痕

横ナデ .

目後ナデ

指頭

内 ハ ケ

外 :灰 (5Y4/1)

内 :灰 (5Y5/1)

断 :灰オリーブ(5Y5/2)

2皿皿以下 の 自・

黒色小石を含む

外面に煤付

着

須恵器

壷

S K09 底部1/4存

底径15.Ooll

外 :ナ デ .タ タキ

目

内 :ナ デ.タ タキ

目.指頭痕

外

内

断

暗灰黄(2.5YR3/1)

青黒(5BG2/1)

灰白(5Y7/1)

lmm以 下の自色

砂粒を少量含む

備前

招 り鉢

S K09 体部1/5存

口径31.2cal

器高12.2oll

底径14.Ooll

外 :片 口.回転ナ

デ.凹線2条

内 :回転ナデ.凹

線 1条 .卸 目H
条/2.7cm

外 :にぶい赤褐(2.5YR4/3)

灰(N4/)

褐灰(7.5YR5/1)

内 :褐灰(5YR41)

灰赤(2.5YR4/2)

断 :灰白(N7/)

2.5mm以 下の自

・茶・黒色小石

を多量含む

陶風焼京

器

椀

S K09 底部完存

底径4.8cal

外内 :施釉.貫入 外

内

断

にぶい黄橙(10YR7/4)

浅黄(2.5Y7/4)

淡黄(2.5Y8/3)

精緻

京焼風陶

器

椀

S K09 底部ほぼ完存

底径4.3oll

外内 :施釉 . 貫入 外
　
　
内

断

にぶい黄橙(10YR7/3)

灰白(10YR8/1)

にぶい黄橙(10YR7/2)

灰白(10YR8/2)

精級

-10-



遺物 図版 器種 出土地点 残存量・法量 成形・調整 色  調 胎 土 備 考

唐津

椀

S K09 高台部1/8存

底径6.Ooll

外 :施釉

内 :施釉.刷毛目

外

内

断

灰白(7.5Y7/1)

灰オリーブ(5Y4/2)

にぶい褐(7.5YR5/2)

精緻

唐津

刷毛目椀

S K09 底部完存

底径4.3clll

外 施釉.高台～

底部無釉

施釉.刷毛目

砂目

内

外 黒褐(2.5Y3/2)

にぶい黄橙(10YR6/3)

灰黄褐(10YR4/2)

灰白(2.5Y8/1)

灰(5Y5/1)

内

断

精緻

肥前系染

付

皿

S K09 底部ほぼ完存

底径9.Ocm

外 :施釉.ナ デ

内 :施釉.染付

灰白(N8/) 精緻

磁

炉

青

香

S K09 底部1/3存

底径8.Ocm

外 :施釉・底部鉄

釉.高台部無

釉

内 :無釉

外
　
　
　
内

断

明緑灰(7.5GY7/1)

浅黄橙(7.5YR8/3)

灰黄褐(10YR5/2)

灰白(10YR8/2)

灰白(5Y8/1)

精緻

陶器 S K09 底部完存

底径5.lall

外内 :回転ナデ 外

内

断

赤(10R5/6)

赤褐(10R5/4)

赤(10R5/8)

精緻

陶器

椀

S K09 底部ほぼ完存

底径4.7cm

外

内

施灰釉 .貫入

施灰釉 .貫入

胎土目積

外内 :浅黄(5Y7/3)

断 :浅黄(5Y8/3)

精緻

染付

皿

S K09 底部1/3存

底径8.2on

外 :施灰釉.高台

部無釉

内 :施釉.染付 .

貫入

外 :灰黄(2.5Y7/2)

灰白(5Y7/1)

にぶい黄橙(10YR7/3)

内 :灰白(5Y7/2)

オリーブ灰(5GY6/1)

断 :灰白(5Y7/1)

精緻

平 瓦 S K10 7/10存

長さ 23.8cm

広端幅20.6cm

厚さ 1.4cm

凹 ヘラ状工具に

よるナデ

ナデ凸

凹 灰白(2.5Y8/1)

褐灰(10YR6/1)

灰白(5Y7/1)

灰白(5Y7/1)

灰白(5Y8/1)

灰白(5Y8/1)

凸

断

2mm以 下の自。

茶色砂粒を少量

含む

唐津系

皿

S K10 底部完存

口径14.Ooll

器高 3.9Gll

底径 5.lcnl

外

内

施鉄釉

施鉄釉 .蛇 ノ

目釉剥ぎ

外内 :黒褐(10YR3/2)

断 :灰白(10YR7/1)

精緻

瀬戸・美

濃系

椀

S K10 底部1/2存

底径5.Ooll

外 :施釉 (上 部灰

釉・下部鉄釉)

貫入

内 :施釉.貫入

外

　

内

断

浅黄(2.5Y7/4)

暗赤褐(2.5Y3/2)

浅黄(2.5Y7/4)

灰白(2.5Y8/2)

lmm以下の自色

砂粒を少量含む
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第 2表 石器・石製品観察表

遺物番号 図版番号 器 種 出土地点 材 質 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 重さ (g) 備 考

ナイフ形石器 Ⅲ② 北 サヌカイ ト 41.80 基部

翼状剥片 Ⅳ区② 西北部 サヌカイ ト 8.66

横長剥片石核 Ⅱ区

南側たちわり サヌカイ ト 1.1 11.59

楔状石器 Ⅳ区①

第 3層 サヌカイ ト

楔状石器の素材 Ⅳ区①

第 2層 サヌカイ ト 13.46

楔状石器 Ⅳ区①

第 2層 サヌカイ ト 16.32

打製石斧 表採 サヌカイ ト 14.35 基部

打製石斧 Ⅲ区② 南 サヌカイ ト 60.10

打製石斧 表採 サ ヌ カ イ ト 61.00 全体的にや

や摩滅

スクレイ′く― Ⅲ② 南 サヌカイ ト 37.47

スクレイパー 表採 サヌカイ ト 32.94

スクレイ′く― 表採 サヌカイ ト 12.38

スクレイパー Ⅳ区② 西北部

第 3層 サヌカイ ト 5.20

スクレイパー Ⅱ―①区地山直上 サヌカイ ト 19.89

石鏃 Ⅲ区②地山直上 サヌカイ ト 1.05 凹基

石鏃 Ⅱ―①区地山直上 サヌカイ ト 0,73 凹基 .

風化著しし

石鏃 表採 黒曜石 0.69 凹基

石鏃 Ⅳ区① サヌカイ ト 0.48 凹基

石鏃 Ⅳ区②地山直上 サヌカイ ト 0.58 凹基

石鏃 Ⅳ区②地山直上 サヌカイ ト 0.39 凹基

石鏃 Ⅱ―①区地山直上 サヌカイ ト 0.34 凹基

石 鏃 S P54 サヌカイ ト 1.45 平基

打製石庖丁 S R01 サヌカイ ト 111 11 91.29 片面全体が

やや摩滅

砥 石 S K09 砂  岩 215.64

砥 石 S K07 砂  岩 203.32

砥石 表採 流紋岩 202 38

砥石 表採 流紋岩 118.00

砥石 表 採 流紋岩 242.70

砥石 表採 安山岩 55.70

石臼 表採 礫 石 径 28.8 12.7 9500.00

石臼 表採 礫 石 径 32.0 10.5 3850.00

石臼 S K07 礫 石 径 32.8 12.5 5480.00
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第 3表  木製品観察表

遺物番号 図版番号 種  類 出 土 地 点 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 備  考

斎串 S R01-1

斎串 S R01-1 (23.9)

第 4表  金属器観察表

遺物番号 図版番号 種 類 出土地点 長さ(cm) 径(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 材 質 備 考

柄鏡 S K02 (46.98)

銭 S K08 寛永通費
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土器観察表凡例

その個体の径を測定 した部位と径に対する残存率を記 した。

日径・底径は最大幅を測定 した。

『新版標準土色帖』 (小山正忠 。竹原秀雄 編著)を基準として

色名を記載 した。

JIS該 当記号を記載 した。
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